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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　第２のＵＥから発見メッセージを受信することと、前記発見メッセージは、前記第２の
ＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む、
　前記発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信することを決定することと、前記第３
のＵＥは、前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
前記第２のＵＥに要求することと、
　前記第２のＵＥを通じて前記第３のＵＥと通信することと
　を備え、
　前記発見メッセージは、前記第２のＵＥによって生成され、一時識別子（ＩＤ）を含み
、
　前記一時ＩＤのプレフィックス部分は、前記第２のＵＥのグループＩＤと前記第２のＵ
ＥのグループキーＩＤとを含み、
　前記一時ＩＤのサフィックス部分は、前記第２のＵＥ自身のＩＤ、前記第２のＵＥの階
層情報、および前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む、
　方法。
【請求項２】
　前記発見メッセージは、前記第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥについての情報をさらに含
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み、前記方法は、
　前記発見メッセージに基づいて第４のＵＥと通信することを決定することと、ここにお
いて、前記第４のＵＥは、前記第２のＵＥの前記２ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、
前記第３のＵＥの１ホップ近隣ＵＥである、
　前記第１のＵＥと前記第４のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとに要求することと、
　前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとを通じて前記第４のＵＥと通信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＵＥは、第１のグループ識別子（ＩＤ）と第１のグループキーＩＤとを有し
、前記方法は、
　前記第１のグループＩＤと前記第１のグループキーＩＤとに基づいて前記発見メッセー
ジを復号することを試みることと、
　前記発見メッセージに含まれる前記第２のＵＥの前記グループＩＤと前記第１のグルー
プＩＤとが同じであり、且つ前記発見メッセージに含まれる前記第２のＵＥの前記グルー
プキーＩＤと前記第１のグループキーＩＤとが同じであるときに、前記復号された発見メ
ッセージに基づいて前記１ホップ近隣ＵＥを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のグループＩＤは、第１のレイヤ２グループＩＤであり、前記第１のグループ
キーＩＤは、第１の近接サービスグループキーＩＤ（ＰＧＫ ＩＤ）である、請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記プレフィックス部分と前記サフィックス部分とは、ハッシュ関数、前記第２のＵＥ
の前記グループＩＤ、および前記第２のＵＥの前記グループキーＩＤに基づいて符号化さ
れる、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記発見メッセージ中に示された前記第２のＵＥと前記１ホップ近隣ＵＥとの階層情報
に基づいて、フロアアービトレータＵＥとして前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記１
ホップ近隣ＵＥとのうちの１つを選択することと、
　前記フロアアービトレータＵＥにフロア要求を送ることと、
　前記フロア要求に応答して前記フロアアービトレータＵＥからフロア応答を受信するこ
とと、
　前記フロア応答に基づいて前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは
複数および前記第２のＵＥと通信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記フロアアービトレータＵＥは、前記階層情報に基づいて前記発見メッセージ中に示
された、前記第２のＵＥと前記１ホップ近隣ＵＥとの中での最も高い階層値を有する、請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第３のＵＥが前記フロアアービトレータＵＥとして選択される場合、前記第２のＵ
Ｅは、前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での前記フロア要求および前記フロア応答
の通信のために中継器として動作する、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記フロアアービトレータＵＥがもはや利用可能でないと決定することと、
　前記第２のＵＥおよび１ホップ近隣ＵＥの前記階層情報に基づいて、後続のフロアアー
ビトレータＵＥとして前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥとのうち
の別のＵＥを選択することと
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
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【請求項１０】
　後続のフロアアービトレータとしての前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記１ホップ
近隣ＵＥとのうちの前記別のＵＥは、フロア制御リストに基づいて前記後続のフロアアー
ビトレータとして選択され、前記フロア制御リストは、フロア制御プロシージャの状態を
含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成するこ
とと、
　第２のＵＥに前記発見メッセージを送信することと、
　前記第２のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを求め
る要求を前記第２のＵＥから受信することと、前記第３のＵＥは、前記第１のＵＥの前記
１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　前記要求に基づいて前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継機能
を遂行することと
　を備え、
　前記発見メッセージは、一時識別子（ＩＤ）を含み、
　前記一時ＩＤのプレフィックス部分は、前記第１のＵＥのグループＩＤと前記第１のＵ
ＥのグループキーＩＤとを含み、
　前記一時ＩＤのサフィックス部分は、前記第１のＵＥ自身のＩＤ、前記第１のＵＥの階
層情報、および前記第１のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む、
　方法。
【請求項１２】
　前記発見メッセージを前記生成することは、
　前記発見メッセージ中に含まれている前記グループＩＤと前記グループキーＩＤとにハ
ッシュ関数を適用することによって前記発見メッセージを符号化すること
　を備え、前記グループＩＤと前記グループキーＩＤとは、前記第１のＵＥと同じグルー
プ中にあるＵＥに知られている、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第１のユーザ機器（ＵＥ）であり
、
　第２のＵＥから発見メッセージを受信するための手段と、前記発見メッセージは、前記
第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む、
　前記発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信することを決定するための手段と、前
記第３のＵＥは、前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
前記第２のＵＥに要求するための手段と、
　前記第２のＵＥを通じて前記第３のＵＥと通信する手段と
　を備え、
　前記発見メッセージは、前記第２のＵＥによって生成され、一時識別子（ＩＤ）を含み
、
　前記一時ＩＤのプレフィックス部分は、前記第２のＵＥのグループＩＤと前記第２のＵ
ＥのグループキーＩＤとを含み、
　前記一時ＩＤのサフィックス部分は、前記第２のＵＥ自身のＩＤ、前記第２のＵＥの階
層情報、および前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む、
　装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第１のユーザ機器（ＵＥ）であり
、
　前記第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成するた
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めの手段と、
　第２のＵＥに前記発見メッセージを送信するための手段と、
　前記第２のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを求め
る要求を前記第２のＵＥから受信するための手段と、前記第３のＵＥは、前記第１のＵＥ
の前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　前記要求に基づいて前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継機能
を遂行するための手段と
　を備え、
　前記発見メッセージは、一時識別子（ＩＤ）を含み、
　前記一時ＩＤのプレフィックス部分は、前記第１のＵＥのグループＩＤと前記第１のＵ
ＥのグループキーＩＤとを含み、
　前記一時ＩＤのサフィックス部分は、前記第１のＵＥ自身のＩＤ、前記第１のＵＥの階
層情報、および前記第１のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む、
　装置。
【請求項１５】
　実行されると、請求項１～請求項１２のうちのいずれか一項に記載の方法をコンピュー
タに実行させる命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、「UE-to-UE Relay List and Determination of Floor Arbitrator」と
題され、２０１５年４月３日に出願された米国仮特許出願第６２／１４２，６８６号、お
よび「UE-TO-UE RELAY LIST AND DETERMINATION OF FLOOR ARBITRATOR」と題され、２０
１６年３月３日に出願された米国特許出願第１５／０６０，２３７号の利益を主張し、そ
れらは、その全体がここに参照によって明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は概して、通信システムに関し、より具体的には、デバイス発見およびフ
ロア制御に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話通信、映像、データ、メッセージング、および
ブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている
。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによ
って複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を用いうる。そのよ
うな多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続
（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シス
テム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電
気通信規格において採用されてきた。実例的な電気通信規格は、ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェク
ト（３ＧＰＰ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信システム
（ＵＭＴＳ）のモバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、改善されたスペクトル効率
と、下げられたコストと、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを、アップリンク上でＳＣ－ＦＤ
ＭＡを、そして多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用する改善されたサービスと
を通じてモバイルブロードバンドアクセスをサポートするように設計されている。しかし
ながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ
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技術におけるさらなる改善の必要性が存在する。これらの改善はまた、これらの技術を用
いる電気通信規格および他の多元接続技術に適用可能でありうる。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信では、ユーザ機器は、互いと通信するように構成されうる。しか
しながら、ユーザ機器間での効率的な通信を妨げる様々な制限が存在しうる。したがって
、そのような制限を低減または除去するための改善が所望される。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下は、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような態
様の簡略化された概要を提示する。この概要は、全ての企図された態様の広範な概観では
なく、全ての態様の基幹的要素または重要な要素を識別することも、任意の態様または全
ての態様の範囲を叙述することも意図されない。その唯一の目的は、後に提示されるより
詳細な説明への前置きとして、簡略化された形態で１つまたは複数の態様のいくつかの概
念を提示することである。
【０００７】
　[0007]ユーザ機器（ＵＥ）は、他のＵＥ（例えば、近隣ＵＥ）と通信しうる。しかしな
がら、ＵＥがＵＥの近隣ＵＥの近隣ＵＥと通信することを試みる場合、ＵＥは、通信に伴
う困難を経験しうる。したがって、ＵＥとＵＥの近隣ＵＥの近隣ＵＥとの間での通信のた
めに中継器としてＵＥの近隣ＵＥを利用することによって、ＵＥがＵＥの近隣ＵＥの近隣
ＵＥと通信しうるメカニズムを提供することが望まれうる。
【０００８】
　[0008]本開示のある態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。装置は、第１のユーザ装置（ＵＥ）でありうる。第１のＵＥは、第２のＵＥから
発見メッセージを受信し、発見メッセージは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥ（1-hop ne
ighbor UEs）についての情報を含む。第１のＵＥは、発見メッセージに基づいて第３のＵ
Ｅと通信することを決定し、第３のＵＥは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つ
である。第１のＵＥは、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動
作することを第２のＵＥに要求する。第１のＵＥは、第２のＵＥを通じて第３のＵＥと通
信する。
【０００９】
　[0009]ある態様では、装置は、第１のＵＥでありうる。第１のＵＥは、第２のＵＥから
発見メッセージを受信するための手段を含み、発見メッセージは、第２のＵＥの１ホップ
近隣ＵＥについての情報を含む。第１のＵＥは、発見メッセージに基づいて第３のＵＥと
通信することを決定するための手段を含み、第３のＵＥは、第２のＵＥの１ホップ近隣Ｕ
Ｅのうちの１つである。第１のＵＥは、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために
中継器として動作することを第２のＵＥに要求するための手段を含む。第１のＵＥは、第
２のＵＥを通じて第３のＵＥと通信するための手段を含む。
【００１０】
　[0010]ある態様では、装置は、メモリとメモリに結合された少なくとも１つのプロセッ
サと含む第１のＵＥでありうる。少なくとも１つのプロセッサは、第２のＵＥから発見メ
ッセージを受信することと、発見メッセージは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについて
の情報を含み、発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信することを決定することと、
第３のＵＥは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、第１のＵＥと第３の
ＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを第２のＵＥに要求することと、
第２のＵＥを通じて第３のＵＥと通信することとを行うように構成される。
【００１１】
　[0011]ある態様では、第１のＵＥのためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコン
ピュータ可読媒体は、第２のＵＥから発見メッセージを受信することと、発見メッセージ
は、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含み、発見メッセージに基づいて第
３のＵＥと通信することを決定することと、第３のＵＥは、第２のＵＥの１ホップ近隣Ｕ
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Ｅのうちの１つであり、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動
作することを第２のＵＥに要求することと、第２のＵＥを通じて第３のＵＥと通信するこ
ととを行うためのコードを含む。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。装置は、第１のユーザ装置（ＵＥ）でありうる。第１のＵＥは、第１のＵＥの１
ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成する。第１のＵＥは、第２の
ＵＥに発見メッセージを送信する。第１のＵＥは、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通
信のために中継器として動作することを求める要求を第２のＵＥから受信し、第３のＵＥ
は、第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである。第１のＵＥは、要求に基づいて
第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継機能を遂行する。
【００１３】
　[0013]ある態様では、装置は、第１のＵＥでありうる。第１のＵＥは、第１のＵＥの１
ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成するための手段を含む。第１
のＵＥは、第２のＵＥに発見メッセージを送信するための手段を含む。第１のＵＥは、第
１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを求める要求を
第２のＵＥから受信するための手段を含み、第３のＵＥは、第１のＵＥの１ホップ近隣Ｕ
Ｅのうちの１つである。第１のＵＥは、要求に基づいて第１のＵＥと第３のＵＥとの間で
の通信のために中継機能を遂行するための手段を含む。
【００１４】
　[0014]ある態様では、装置は、メモリとメモリに結合された少なくとも１つのプロセッ
サと含む第１のＵＥでありうる。少なくとも１つのプロセッサは、第１のＵＥの１ホップ
近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成することと、第２のＵＥに発見メッ
セージを送信することと、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として
動作することを求める要求を第２のＵＥから受信することと、第３のＵＥは、第１のＵＥ
の１ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、要求に基づいて第１のＵＥと第３のＵＥとの間
での通信のために中継機能を遂行することとを行うように構成される。
【００１５】
　[0015]ある態様では、第１のＵＥのためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコン
ピュータ可読媒体は、第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセー
ジを生成することと、第２のＵＥに発見メッセージを送信することと、第１のＵＥと第３
のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを求める要求を第２のＵＥから
受信することと、第３のＵＥは、第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、要
求に基づいて第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継機能を遂行することと
を行うためのコードを含む。
【００１６】
　[0016]前述の目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、以下
において十分に説明され、特許請求の範囲中で特に指摘される特徴を備える。以下の説明
および付属の図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に記載する
。これらの特徴は、しかしながら、様々な態様の原理が用いられうる様々な方法のうちの
ほんの一部を示しており、この説明は、全てのそのような態様およびそれらの同等物を含
むように意図される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの例を例示する図である。
【図２Ａ】ＤＬフレーム構造のＬＴＥ例を例示する図である。
【図２Ｂ】ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥ例を例示する図である。
【図２Ｃ】ＵＬフレーム構造のＬＴＥ例を例示する図である。
【図２Ｄ】ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥ例を例示する図である。
【図３】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）とユーザ機器（ＵＥ）との



(7) JP 6672328 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

例を例示する図である。
【図４】デバイスツーデバイス通信システムの図である。
【図５】発見メッセージの構造を例示する実例的な図である。
【図６】本開示のある態様にしたがった、告知済一時ＩＤ（announced temporary ID）の
生成を例示する実例的な図である。
【図７】本開示のある態様にしたがった、他のユーザ機器と通信するユーザ機器を例示す
る実例的な図である。
【図８Ａ】全部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図８Ｂ】全部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図８Ｃ】全部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図９Ａ】一部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図９Ｂ】一部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図９Ｃ】一部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図１０Ａ】限られたメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図１０Ｂ】限られたメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図１０Ｃ】限られたメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図である。
【図１１】フロア制御のためのパケットの構造を例示する実例的な図である。
【図１２】フロア制御シグナリングを例示する実例的なフロー図である。
【図１３】ランクベースのフロアアービトレーション（floor arbitration）を例示する
実例的なフロー図である。
【図１４】本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信の方法のフローチャートであ
る。
【図１５Ａ】図１４のフローチャートから展開した、ワイヤレス通信の方法のフローチャ
ートである。
【図１５Ｂ】図１４のフローチャートから展開した、ワイヤレス通信の方法のフローチャ
ートである。
【図１６】本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信の方法のフローチャートであ
る。
【図１７Ａ】図１６のフローチャートから展開した、ワイヤレス通信の方法のフローチャ
ートである。
【図１７Ｂ】図１６のフローチャートから展開した、ワイヤレス通信の方法のフローチャ
ートである。
【図１８】例証的な装置中の異なる手段／コンポーネント間でのデータフローを例示する
概念的なデータフロー図である。
【図１９】処理システムを用いる装置のためのハードウェアインプリメンテーションの例
を例示する図である。
【詳細な説明】
【００１８】
　[0038]添付された図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明と
して意図され、ここに説明される概念が実施されうる唯一の構成を表すようには意図され
ない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供することを目的とした特定の詳細を
含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしに実施されうることは当業
者にとって明らかであろう。いくつかの事例では、よく知られている構造およびコンポー
ネントは、そのような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示される
。
【００１９】
　[0039]ここで、電気通信システムのいくつかの態様が様々な装置および方法を参照して
提示されることになる。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明中で説明され、添
付の図面中で、様々なブロック、コンポーネント、回路、処理、アルゴリズム、等（一括
して「要素」と呼ばれる）によって例示されることになる。これらの要素は、電子ハード
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ウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用してインプ
リメントされうる。そのような要素がハードウェアとしてインプリメントされるか、また
はソフトウェアとしてインプリメントされるかは、特定のアプリケーションおよびシステ
ム全体上に課せられる設計制約に依存する。
【００２０】
　[0040]例として、要素、または要素の任意の一部、あるいは要素の任意の組み合わせは
、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」としてインプリメントされうる。
プロセッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス処理ユ
ニット（ＧＰＵ）、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタ
ルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロ
セッサ、システムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、ステー
トマシン、ゲートロジック、離散ハードウェア回路、およびこの開示全体を通じて説明さ
れる様々な機能を遂行するように構成された他の適したハードウェアを含む。処理システ
ム中の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行しうる。ソフトウェアは、ソ
フトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェアと呼ばれるか、マ
イクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、またはその他の名称で
呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコ
ード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアコンポーネント、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数、等を意味するように広
く解釈されるべきである。
【００２１】
　[0041]それ故に、１つまたは複数の実例的な実施形態では、説明される機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせ中でインプリメントされうる。
ソフトウェア中でインプリメントされる場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つま
たは複数の命令あるいはコードとして記憶もしくは符号化されうる。コンピュータ可読媒
体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされる
ことができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、
電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスク記憶装
置、磁気ディスク記憶装置、他の磁気記憶デバイス、前述されたタイプのコンピュータ可
読媒体の組み合わせ、またはコンピュータによってアクセスされることができるデータ構
造あるいは命令の形式でコンピュータ実行可能コードを記憶するために使用されることが
できる任意の他の媒体を備えることができる。
【００２２】
　[0042]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の例を例示
する図である。（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とも呼ばれる）ワイ
ヤレス通信システムは、基地局１０２、ＵＥ１０４、および発展型パケットコア（ＥＰＣ
）１６０を含む。基地局１０２は、マクロセル（高電力セルラ基地局）および／またはス
モールセル（低電力セルラ基地局）を含みうる。マクロセルは、ｅＮＢを含む。スモール
セルは、フェムトセル、ピコセル、およびマイクロセルを含む。
【００２３】
　[0043]（一括して発展型ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線
アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と呼ばれる）基地局１０２は、バックホールリ
ンク１３２（例えば、Ｓ１インターフェース）を通じてＥＰＣ１６０とインターフェース
する。他の機能に加えて、基地局１０２は、以下の機能：ユーザデータの転送、無線チャ
ネル暗号化および暗号解読、完全性保護、ヘッダ圧縮、モビリティ制御機能（例えば、ハ
ンドオーバ、デュアルコネクティビティ）、セル間干渉協調、接続セットアップおよび解
放、負荷バランシング、非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージについての分配、ＮＡＳノー
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ド選択、同期、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）共有、マルチメディアブロードキャ
ストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）、加入者および機器トレース、ＲＡＮ情報管理
（ＲＩＭ）、ページング、測位、および警告メッセージの配信のうちの１つまたは複数を
遂行しうる。基地局１０２は、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２インターフェー
ス）を通して互いと（例えば、ＥＰＣ１６０を通じて）直接的にまたは間接的に通信しう
る。バックホールリンク１３４は、ワイヤードまたはワイヤレスでありうる。
【００２４】
　[0044]基地局１０２は、ＵＥ１０４とワイヤレスで通信しうる。基地局１０２の各々は
、それぞれの地理的カバレッジエリア１１０に対して通信カバレッジを提供しうる。重複
している地理的カバレッジエリア１１０が存在しうる。例えば、スモールセル１０２’は
、１つまたは複数のマクロ基地局１０２のカバレッジエリア１１０と重複するカバレッジ
エリア１１０’を有しうる。スモールセルとマクロセルとの両方を含むネットワークは、
異種ネットワークとして知られうる。異種ネットワークはまた、ホーム発展型ノードＢ（
ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ）を含みえ、それは、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）として知
られる制限されたグループにサービスを提供しうる。基地局１０２とＵＥ１０４との間の
通信リンク１２０は、ＵＥ１０４から基地局１０２への（逆方向リンクとも呼ばれる）ア
ップリンク（ＵＬ）送信および／または基地局１０２からＵＥ１０４への（順方向リンク
とも呼ばれる）ダウンリンク（ＤＬ）送信を含みうる。通信リンク１２０は、空間多重化
、ビームフォーミング、および／または送信ダイバーシティを含むＭＩＭＯアンテナ技術
を使用しうる。通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを通りうる。基地局１０２／Ｕ
Ｅ１０４は、各方向での送信のために使用される最大で合計Ｙｘ ＭＨｚ（ｘ個のコンポ
ーネントキャリア）のキャリアアグリゲーションにおいて割り振られるキャリアあたり最
大Ｙ ＭＨｚ（例えば、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）帯域幅のスペクトルを使用しうる
。キャリアは、互いに隣接していることがありうるか、またはしていないことがありうる
。キャリアの割り振りは、ＤＬおよびＵＬに対して非対称でありうる（例えば、ＵＬに対
してよりも多くのまたは少ないキャリアがＤＬに対して割り振られうる）。コンポーネン
トキャリアは、１つのプライマリコンポーネントキャリアと１つまたは複数のセカンダリ
コンポーネントキャリアを含みうる。プライマリコンポーネントキャリアは、プライマリ
セル（ＰＣｅｌｌ）と呼ばれ、セカンダリコンポーネントキャリアは、セカンダリセル（
ＳＣｅｌｌ）と呼ばれうる。
【００２５】
　[0045]ワイヤレス通信システムはさらに、５ＧＨｚの無認可周波数スペクトル中で通信
リンク１５４を介してＷｉ－Ｆｉ局（ＳＴＡ）１５２と通信中のＷｉ－Ｆｉアクセスポイ
ント（ＡＰ）１５０を含みうる。無認可周波数スペクトル中で通信するとき、ＳＴＡ１５
２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能かどうかを決定するために、通信するより前にク
リアチャネル評価（ＣＣＡ）を遂行しうる。
【００２６】
　[0046]スモールセル１０２’は、認可済および／または無認可周波数スペクトル中で動
作しうる。無認可周波数スペクトル中で動作するとき、スモールセル１０２’は、ＬＴＥ
を用い、Ｗｉ－Ｆｉ ＡＰ１５０によって使用されたのと同じ５ＧＨｚの無認可周波数ス
ペクトルを使用しうる。無認可周波数スペクトル中でＬＴＥを用いるスモールセル１０２
’は、アクセスネットワークに対するカバレッジを強化および／またはアクセスネットワ
ークの容量を増大させうる。無認可スペクトル中のＬＴＥは、ＬＴＥ－ｕｎｌｉｃｅｎｓ
ｅｄ（ＬＴＥ－Ｕ）、認可済支援アクセス（ＬＡＡ：licensed assisted access）、また
はＭｕＬＴＥｆｉｒｅと呼ばれうる。
【００２７】
　[0047]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、他のＭＭＥ１
６４、サービングゲートウェイ１６６、マルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８、ブロードキャストマルチキャストサービスセ
ンター（ＢＭ－ＳＣ）１７０、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
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イ１７２を含みうる。ＭＭＥ１６２は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１７４と通信中で
ありうる。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間でのシグナリングを処理す
る制御ノードである。概して、ＭＭＥ１６２は、ベアラおよび接続管理を提供する。全て
のユーザインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、サービングゲートウェイ１６６
を通じて転送され、それ自体は、ＰＤＮゲートウェイ１７２に接続される。ＰＤＮゲート
ウェイ１７２は、ＵＥ ＩＰアドレス割り振り、ならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲ
ートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０は、ＩＰサービス１７６に接続される。ＩＰサ
ービス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（
ＩＭＳ）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサービスを
含みうる。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信の
ための機能を提供しうる。ＢＭ－ＳＣ１７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信用の
エントリポイントとしての役割を果たし、公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：pu
blic land mobile network）内のＭＢＭＳベアラサービスを認可および開始するために使
用され、ＭＢＭＳ送信をスケジュールするために使用されうる。ＭＢＭＳゲートウェイ１
６８は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周
波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを
分配するために使用され、セッション管理（開始／停止）およびｅＭＢＭＳに関連する課
金情報（charging information）を収集することを担いうる。
【００２８】
　[0048]基地局はまた、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、ベー
ストランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の適した専門用語で
呼ばれうる。基地局１０２は、ＵＥ１０４に対してＥＰＣ１６０へのアクセスポイントを
提供する。ＵＥ１０４の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル
（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位シス
テム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例えば
、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機器、タブレット、スマートデバイス、ウェアラブ
ルデバイス、または任意の他の同様の機能的なデバイスを含む。ＵＥ１０４はまた、局、
モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモ
ートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモ
ートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモ
ート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、
または何らかの他の適した専門用語で呼ばれうる。
【００２９】
　[0049]図１を再び参照すると、ある特定の態様では、ＵＥ１０４は、互いと通信するよ
うに構成されえ、ここで、ある１つのＵＥは、近隣ＵＥの近隣ＵＥと通信するために、中
継器として近隣ＵＥを利用しうる（１９８）。
【００３０】
　[0050]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図２００である。図
２Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２３０である。
図２Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図２５０である。図２Ｄは、
ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２８０である。他のワイ
ヤレス通信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有しうる。ＬＴ
Ｅでは、フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割されうる
。各サブフレームは、２つの連続したタイムスロットを含みうる。２つのタイムスロット
を表すためにリソースグリッドが使用されえ、各タイムスロットは、（物理ＲＢ（ＰＲＢ
）とも呼ばれる）１つまたは複数の時間同時並行（time concurrent）のリソースブロッ
ク（ＲＢ）を含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素（ＲＥ）に分割される。Ｌ
ＴＥでは、通常のサイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、周波数ドメイン中に１２
個の連続したサブキャリアを、時間ドメイン中に７つの連続したシンボルを（ＤＬの場合
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、ＯＦＤＭシンボルを；ＵＬの場合、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを）含み、合計で８４個の
ＲＥとなる。拡張されたサイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、周波数ドメイン中
に１２個の連続したサブキャリアを、時間ドメイン中に６つの連続したシンボルを含み、
合計で７２個のＲＥとなる。各ＲＥによって搬送されるビットの数は、変調スキームに依
存する。
【００３１】
　[0051]図２Ａ中に例示されているように、ＲＥのうちのいくつかは、ＵＥにおけるチャ
ネル推定用のＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有基準信号（ＣＲＳ）、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ
－ＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含みうる。図２Ａは、（
それぞれ、Ｒ0、Ｒ1、Ｒ2、およびＲ3と示されている）アンテナポート０、１、２、およ
び３に対するＣＲＳ、（Ｒ5と示されている）アンテナポート５に対するＵＥ－ＲＳ、お
よび（Ｒと示されている）アンテナポート１５に対するＣＳＩ－ＲＳを例示している。図
２Ｂは、フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネルの例を例示している。物理制御
フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、スロット０のシンボル０内にあ
り、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）が１つのシンボルを占有するか、２つ
のシンボルを占有するか、または３つのシンボルを占有するかを示す制御フォーマットイ
ンジケータ（ＣＦＩ）を搬送する（図２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰＤＣＣＨを例
示している）。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複数の制御チャネル要素（ＣＣＥ）内のダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、各ＣＣＥは、９つのＲＥグループ（ＲＥＧ）を含み
、各ＲＥＧは、ＯＦＤＭシンボル中に４つの連続したＲＥを含む。ＵＥは、これもまたＤ
ＣＩを搬送するＵＥ固有拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で構成されうる。ｅＰＤＣＣＨ
は、２、４、または８つのＲＢペアを有しうる（図２Ｂは、２つのＲＢペアを示しており
、各サブセットは、１つのＲＢペアを含む）。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）
（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）もまた、スロット０のシンボル０内に
あり、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基づいてＨＡＲＱ確認応答（ＡＣ
Ｋ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバックを示すＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ）を搬
送する。プライマリ同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内
のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレームタイミングおよび物理レイヤアイデン
ティティを決定するためにＵＥによって使用されるプライマリ同期信号（ＰＳＳ）を搬送
する。セカンダリ同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内の
スロット０のシンボル５内にあり、物理レイヤセルアイデンティティグループ番号を決定
するためにＵＥによって使用されるセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイ
ヤアイデンティティおよび物理レイヤセルアイデンティティグループ番号に基づいて、Ｕ
Ｅは、物理セル識別子（ＰＣＩ）を決定することができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは、
前述されたＤＬ－ＲＳのロケーションを決定することができる。物理ブロードキャストチ
ャネル（ＰＢＣＨ）は、フレームのサブフレーム０のスロット１のシンボル０、１、２、
３内にあり、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）を搬送する。ＭＩＢは、ＤＬシステム帯域幅
中のＲＢの数、ＰＨＩＣＨ構成、およびシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を提供する。物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、ページングメッセージ、システム情報ブ
ロック（ＳＩＢ）のようなＰＢＣＨを通じて送信されないブロードキャストシステム情報
、およびユーザデータを搬送する。
【００３２】
　[0052]図２Ｃ中に例示されているように、ＲＥのうちのいくつかは、ｅＮＢにおけるチ
ャネル推定用の復調基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥは加えて、サブフレームの
最後のシンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を送信しうる。ＳＲＳは、コーム
構造（comb structure）を有し、ＵＥは、コームのうちの１つ上でＳＲＳを送信しうる。
ＳＲＳは、ＵＬ上での周波数依存スケジューリングを可能にするために、チャネル品質推
定用にｅＮＢによって使用されうる。図２Ｄは、フレームのＵＬサブフレーム内の様々な
チャネルの例を例示している。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ＰＲＡ
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ＣＨ構成に基づいてフレーム内の１つまたは複数のサブフレーム内にありうる。ＰＲＡＣ
Ｈは、サブフレーム内に６つの連続したＲＢペアを含みうる。ＰＲＡＣＨは、ＵＥが初期
システムアクセスを遂行し、ＵＬ同期を達成することを可能にする。物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、ＵＬシステム帯域幅の両端上にロケートされ（located）
うる。ＰＵＣＣＨは、ＨＡＲＱ ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック、ランクインジケータ
（ＲＩ）、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（
ＣＱＩ）、およびスケジューリング要求のようなアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送
する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、バッファ状態レポート（ＢＳＲ）、電力ヘッドル
ープレポート（ＰＨＲ）、および／またはＵＣＩを搬送するために加えて使用されうる。
【００３３】
　[0053]図３は、アクセスネットワーク中でＵＥ３５０と通信中のｅＮＢ３１０のブロッ
ク図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットは、コントローラ／プロセッサ
３７５に提供されうる。コントローラ／プロセッサ３７５は、レイヤ３およびレイヤ２の
機能をインプリメントする。レイヤ３は、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含み、レ
イヤ２は、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ、無線リンク
制御（ＲＬＣ）レイヤ、および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤを含む。コントローラ
／プロセッサ３７５は、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）のブロードキャスティ
ング、ＲＲＣ接続制御（例えば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続修
正、およびＲＲＣ接続解放）、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティ、およびＵＥ測
定レポーティングのための測定構成に関連付けられたＲＲＣレイヤの機能と、ヘッダ圧縮
／解凍、セキュリティ（暗号化、暗号解読、完全性保護、完全性検証）、およびハンドオ
ーバサポート機能に関連付けられたＰＤＣＰレイヤの機能と、上位レイヤパケットデータ
ユニット（ＰＤＵ）の転送、ＡＲＱを通じた誤り訂正、ＲＬＣサービスデータユニット（
ＳＤＵ）の連結、セグメント化、およびリアセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメン
ト化、およびＲＬＣデータＰＤＵの再順序付けに関連付けられたＲＬＣレイヤの機能と、
ロジックチャネルとトランスポートチャネルとの間でのマッピング、トランスポートブロ
ック（ＴＢ）上へのＭＡＣ ＳＤＵの多重化、ＴＢからのＭＡＣ ＳＤＵの逆多重化、スケ
ジューリング情報レポーティング、ＨＡＲＱを通じた誤り訂正、優先度処理（priority h
andling）、およびロジックチャネル優先順位付けに関連付けられたＭＡＣレイヤの機能
とを提供する。
【００３４】
　[0054]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々な
信号処理機能に関連付けられたレイヤ１の機能をインプリメントする。物理（ＰＨＹ）レ
イヤを含むレイヤ１は、トランスポートチャネル上での誤り検出、トランスポートチャネ
ルの前方誤り訂正（ＦＥＣ）コーディング／復号、インタリービング、レートマッチング
、物理チャネル上へのマッピング、物理チャネルの変調／復調、およびＭＩＭＯアンテナ
処理を含みうる。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調スキーム（例えば、２位相偏移変
調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直
交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号コンステレーションにマッピングすることを
処理する。コーディングおよび変調されたシンボルはその後、並列ストリームに分けられ
うる。各ストリームはその後、時間ドメインＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理
チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間および／また
は周波数ドメイン中で基準信号（例えば、パイロット）と多重化され、その後、逆高速フ
ーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに組み合わされうる。ＯＦＤＭストリームは、複
数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器
３７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調スキームを決定するために、な
らびに空間処理のために使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信され
たチャネル条件フィードバックおよび／または基準信号から導出されうる。各空間ストリ
ームはその後、別個の送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に提供されうる。
各送信機３１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを
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変調しうる。
【００３５】
　[0055]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ３５２を
通じて信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元
し、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６にその情報を提供する。ＴＸプロセッサ３６８および
ＲＸプロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１の機能をインプ
リメントする。ＲＸプロセッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛てられた任意の空間ストリーム
を復元するために、情報に対して空間処理を遂行しうる。複数の空間ストリームがＵＥ３
５０に宛てられる場合、それらは、ＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭシンボ
ルストリームへと組み合わされうる。ＲＸプロセッサ３５６はその後、高速フーリエ変換
（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリームを時間ドメインから周波数ドメイン
に変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別個のＯＦＤＭ
シンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ
３１０によって送信された最も可能性の高い信号コンステレーションポイントを決定する
ことによって復元および復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器３５８によって
計算されたチャネル推定値に基づきうる。軟判定はその後、物理チャネル上でｅＮＢ３１
０によって当初送信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号およびデインタ
ーリーブされる。データおよび制御信号はその後、コントローラ／プロセッサ３５９に提
供され、それは、レイヤ３およびレイヤ２の機能をインプリメントする。
【００３６】
　[0056]コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードおよびデータを記憶する
メモリ３６０に関連付けられることができる。メモリ３６０は、コンピュータ可読媒体と
呼ばれうる。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０からのＩＰパ
ケットを復元するために、トランスポートチャネルとロジックチャネルとの間での逆多重
化、パケットのリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの解凍、および制御信号処理を提供する
。コントローラ／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫ
および／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担う。
【００３７】
　[0057]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関連して説明された機能と同様に、コントローラ
／プロセッサ３５９は、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）獲得、ＲＲＣ接続、お
よび測定レポーティングに関連付けられたＲＲＣレイヤの機能と、ヘッダ圧縮／解凍、お
よびセキュリティ（暗号化、暗号解読、完全性保護、完全性検証）に関連付けられたＰＤ
ＣＰレイヤの機能と、上位レイヤＰＤＵの転送、ＡＲＱを通じた誤り訂正、ＲＬＣ ＳＤ
Ｕの連結、セグメント化、およびリアセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメント化、
およびＲＬＣデータＰＤＵの再順序付けに関連付けられたＲＬＣレイヤの機能と、ロジッ
クチャネルとトランスポートチャネルとの間でのマッピング、ＴＢ上へのＭＡＣ ＳＤＵ
の多重化、ＴＢからのＭＡＣ ＳＤＵの逆多重化、スケジューリング情報レポーティング
、ＨＡＲＱを通じた誤り訂正、優先度処理、およびロジックチャネル優先順位付けに関連
付けられたＭＡＣレイヤの機能とを提供する。
【００３８】
　[0058]ｅＮＢ３１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号からチャネル推
定器３５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調スキー
ムを選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ３６８
によって使用されうる。ＴＸプロセッサ３６８によって生成された空間ストリームは、別
個の送信機３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に提供されうる。各送信機３５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調しうる。
【００３９】
　[0059]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関連して説明されたのと同様の方
法でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ
３２０を通じて信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情



(14) JP 6672328 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

報を復元し、ＲＸプロセッサ３７０にその情報を提供する。
【００４０】
　[0060]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードおよびデータを記憶する
メモリ３７６に関連付けられることができる。メモリ３７６は、コンピュータ可読媒体と
呼ばれうる。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からのＩＰパケ
ットを復元するために、トランスポートチャネルとロジックチャネルとの間での逆多重化
、パケットのリアセンブリ、暗号解読、ヘッダの解凍、制御信号処理を提供する。コント
ローラ／プロセッサ３７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に提供されうる。コント
ローラ／プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／
またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担う。
【００４１】
　[0061]図４は、デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信システム４６０の図である。Ｄ２
Ｄ通信システム４６０は、複数のＵＥ４６４、４６６、４６８、４７０を含む。Ｄ２Ｄ通
信システム４６０は、例えば、ＷＷＡＮのようなセルラ通信システムと重複しうる。ＵＥ
４６４、４６６、４６８、４７０の中には、ＤＬ／ＵＬ ＷＷＡＮスペクトルを使用して
Ｄ２Ｄ通信でともに通信しうるものもあれば、基地局４６２と通信しうるものもあり、そ
の両方を行いうるものもある。例えば、図４中に示されているように、ＵＥ４６８、４７
０が、Ｄ２Ｄ通信中であり、ＵＥ４６４、４６６が、Ｄ２Ｄ通信中である。ＵＥ４６４、
４６６はまた、基地局４６２と通信している。Ｄ２Ｄ通信は、物理サイドリンクブロード
キャストチャネル（ＰＳＢＣＨ）、物理サイドリンク発見チャネル（ＰＳＤＣＨ）、物理
サイドリンク共有チャネル（ＰＳＳＣＨ）、および物理サイドリンク制御チャネル（ＰＳ
ＣＣＨ）のような１つまたは複数のサイドリンクチャネルを通りうる。
【００４２】
　[0062]以下に論述される例証的な方法および装置は、例えば、ＦｌａｓｈＬｉｎＱ、Ｗ
ｉＭｅｄｉａ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、またはＩ
ＥＥＥ８０２.１１規格に基づいたＷｉ－Ｆｉに基づいたワイヤレスデバイスツーデバイ
ス通信システムのような、多様なワイヤレスＤ２Ｄ通信システムのいずれにも適用可能で
ある。論述を簡略化するために、例証的な方法および装置は、ＬＴＥのコンテキスト内で
論述される。しかしながら、当業者は、例証的な方法および装置が、多様な他のワイヤレ
スデバイスツーデバイス通信システムにより一般に適用可能であることを理解するであろ
う。
【００４３】
　[0063]ＵＥは、通信を遂行するための近隣ＵＥを決定するために、近隣ＵＥから受信さ
れた発見メッセージを使用しうる。特に、近接サービス（ＰｒｏＳｅ：proximity servic
e）直接発見メッセージが、発見される近隣ＵＥのうちの１つとの直接通信をセットアッ
プするために、近隣ＵＥを発見するためのミッションクリティカルプッシュツートーク（
ＭＣＰＴＴ：Mission Critical Push To Talk）通信中で使用されうる。例えば、近隣Ｕ
Ｅから送られる発見メッセージは、ＵＥが発見メッセージに基づいて近隣ＵＥを発見しう
るように、近隣ＵＥについての情報を含みうる。そのような発見メッセージ機能（featur
e）は、ＵＥがＵＥの近隣ＵＥを発見し、それとの通信を確立することを可能にするが、
ＵＥは概して、ＵＥの近隣物の近隣物と通信することができないことがありうる。したが
って、特にＵＥがＵＥの近隣物の近隣物と直接通信できないときに、ＵＥがＵＥの近隣物
の近隣物と通信することを可能にするアプローチが所望される。
【００４４】
　[0064]加えて、ＵＥが互いを発見した後で、ＭＣＰＴＴ通信がオンネットワークまたは
オフネットワーク（ピアツーピア）のいずれかで構成されうる。ＰｒｏＳｅ／ＭＣＰＴＴ
のための発見メカニズムは、ＬＴＥ Ｄｉｒｅｃｔシステム中のデバイスツーデバイス通
信システム（例えば、デバイスツーデバイス通信システム４６０）に基づきうる。ＭＣＰ
ＴＴ通信は、互いを発見したＵＥの中で最も高いユーザ階層を有するＵＥに割り当てられ
るフロアアービトレーション（ＦＡ）に依拠しうる。したがって、ＵＥを発見した後で、
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ＵＥの階層情報を決定することと、フロアアービトレータ（floor arbitrator）機能を遂
行するＵＥを決定することとを行うための効率的なアプローチもまた所望される。
【００４５】
　[0065]図５は、発見メッセージの構造を例示する実例的な図５００である。発見メッセ
ージは５１０であり、媒体アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＡＣ ＰＤＵ）５
２０中に含まれる。発見メッセージ５１０は、メッセージタイプフィールド５３０と近接
サービス（ＰｒｏＳｅ）アプリケーションコードフィールド５４０とを含む。ＰｒｏＳｅ
アプリケーションコードフィールド５４０は、公衆陸上モバイルネットワークアイデンテ
ィティ（ＰＬＭＮ ＩＤ）５５０と告知済一時識別子（ＩＤ）５６０とを含む。ＰＬＭＮ 
ＩＤは、スコープフィールド、Ｅビットフィールド、スペアビットフィールド、モバイル
カントリーコード（ＭＣＣ）、およびモバイルネットワークコード（ＭＮＣ）を含む、４
つのフィールドを含む。告知済一時ＩＤ５６０は、プレフィックス部分とサフィックス（
suffix）部分とを有する。告知済一時ＩＤ５６０に関する特定の詳細が以下に説明される
。
【００４６】
　[0066]本開示のある態様にしたがって、送信側ＵＥ（sender UE）によって送られる発
見メッセージ中の告知済一時ＩＤは、発見メッセージを送る送信側ＵＥならびに送信側Ｕ
Ｅの近隣ＵＥ（例えば、１ホップ近隣ＵＥ、２ホップ近隣ＵＥ、等）についての情報を含
みうる。このことから、ＵＥが送信側ＵＥの近隣ＵＥを直接発見できない場合であっても
、ＵＥは、送信側ＵＥから発見メッセージを受信し、送信側ＵＥからの発見メッセージに
基づいて送信側ＵＥの近隣ＵＥを識別しえ、それにより、ＵＥは、中継器として動作する
送信側ＵＥ（および任意の中間ＵＥ）を介して送信側ＵＥの近隣ＵＥと通信しうる。例え
ば、ＵＥは、ＵＥが送信側ＵＥを介して送信側ＵＥの１つまたは複数の近隣ＵＥと通信し
うるように、中継器として動作することを送信側ＵＥに要求しうる。発見メッセージ中の
告知済一時ＩＤはまた、送信側ＵＥの階層情報ならびに送信側ＵＥの近隣ＵＥの階層情報
を含みうる。階層情報がフロアアービトレーションにおいて使用されうることに留意され
たい。特に、階層情報は、最も高い階層番号を有するＵＥがフロアアービトレータとして
選択されるようにモニタされうる。（例えば、ＵＥ間でのグループ通信中に）フロアアー
ビトレータとして割り当てられたＵＥが利用不可能になる場合、次に最も高い階層番号を
有するＵＥがフロアアービトレータとして選択される。（例えば、ＵＥプロファイル中で
の変化に起因して）ＵＥごとの階層情報がネットワークによって更新されえ、ＵＥがネッ
トワーク上にあるときにネットワークが更新された階層情報を知らせうることにも留意さ
れたい。告知済一時ＩＤ中の情報は、セキュリティのために符号化されうる。告知済一時
ＩＤ中の符号化された情報は、セキュリティキーを有するＵＥによって復号されうる。例
えば、送信側ＵＥと同じグループに属する各ＵＥは、告知済一時ＩＤ中の符号化された情
報を復号するために使用される、グループを識別するＩＤとセキュリティキーとを有しう
る。
【００４７】
　[0067]図６は、本開示のある態様にしたがった、告知済一時ＩＤの生成を例示する実例
的な図６００である。例えば、一時ＩＤ６１０は、告知済一時ＩＤを生成するために一時
ＩＤ６１０を符号化することによってセキュアにされうる。ＵＥは、プレフィックス部分
６２０とサフィックス部分６３０とを含む一時ＩＤ６１０を生成しうる。プレフィックス
部分６２０は、レイヤ２（Ｌ２）グループＩＤのようなグループＩＤとＰｒｏＳｅグルー
プキーＩＤ（ＰＧＫ ＩＤ）のようなグループキーＩＤとを含みうる。サフィックス部分
６３０は、ＵＥ自身のＩＤ（例えば、Ｌ２ ＩＤ）、ＵＥ自身の階層、ＵＥの近隣ＵＥの
ＩＤ（例えば、Ｌ２ ＩＤ）、およびＵＥの近隣ＵＥの階層値を含む。ＵＥの近隣ＵＥが
識別されない場合、ＵＥの近隣ＵＥのＩＤについての値とＵＥの近隣ＵＥの階層値とが０
に設定されることに留意されたい。ＵＥは、協定世界時（ＵＴＣ）ベースのカウンタ６５
０に基づいて、プレフィックス部分６２０中のグループＩＤとグループキーＩＤとを符号
化するために一方向性ハッシュ関数６４０を適用する。ＵＴＣベースのカウンタ６５０は
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、オープンな発見（open discovery）において使用されるのと同じシステム時間を有する
。プレフィックス部分６８０は、一方向性ハッシュ関数６４０とＵＴＣベースのカウンタ
６５０とに基づいてグループＩＤとグループキーＩＤとを符号化することによって生成さ
れる。一方向性ハッシュ関数６４０からの出力の一部は、告知済一時ＩＤ６７０のサフィ
ックス部分６９０を生成するためにＸＯＲ動作６６０によってサフィックス部分６３０と
組み合される。このことから、告知済一時ＩＤ６７０は、制限されたプレフィックス部分
６８０と本質的にオープンな（open-in-nature）サフィックス部分６９０とを含む。告知
済一時ＩＤ６７０を含む発見メッセージを受信するモニタリングＵＥは、まずプレフィッ
クス部分６８０を復号することを試みうる。モニタリングＵＥが一時ＩＤ６１０のプレフ
ィックス部分６２０のグループＩＤおよびグループキーＩＤと同じグループＩＤおよび同
じグループキーＩＤを有する場合、モニタリングＵＥは、ＵＥによって生成された告知済
一時ＩＤ６７０のプレフィックス部分６８０を復号することが可能になるであろう。後に
、モニタリングＵＥは、例えば、サフィックス部分６９０とグループＩＤおよびグループ
キーＩＤの一方向性ハッシュ関数の出力の一部とＸＯＲ動作を遂行することによって、告
知済一時ＩＤ６７０のサフィックス部分６９０を復号しうる。このことから、サフィック
スは、ＸＯＲ動作６６０に類似したＸＯＲ動作を介して復号される。
【００４８】
　[0068]ＵＥは、一時ＩＤのサイズ制限に起因して、近隣ＵＥのＩＤと近隣ＵＥの階層情
報の全てを発見メッセージ中に含むことができないことがありうることに留意されたい。
このことから、以下のアプローチのうちの少なくとも１つは、そのような問題に対処する
ために利用されうる。第１のアプローチにしたがって、ＵＥは、ある特定の数の近隣ＵＥ
と発見メッセージ中に含まれることになるそれらの階層情報とを選択しえ、ここで、その
選択は、近隣ＵＥの信号強度および／または近隣ＵＥの階層番号に基づく。第２のアプロ
ーチにしたがって、ＵＥは、異なる発見メッセージを送りえ、ここで、発見メッセージは
、近隣ＵＥの異なるセットについての情報とそれらの階層情報とを含む。例えば、第１の
発見メッセージは、近隣ＵＥの第１のセットについての情報とそれらの階層情報とを含み
、第２の発見メッセージは、近隣ＵＥの第２のセットについての情報とそれらの階層情報
とを含みえ、ここで、第１のセットと第２のセットとは、近隣ＵＥ全体をカバーする。第
３のアプローチにしたがって、ＵＥは、１つまたは複数の近隣ＵＥを示すためのグループ
通信メッセージを生成しえ、ここで、このグループ通信は、発見メッセージとは別個であ
る。グループ通信メッセージは、発見メッセージの一時ＩＤが有するサイズ制限を有さな
いことがありうる。発見メッセージは、いつ／またはどこに（どの周波数帯域で）グルー
プ通信メッセージが送られるかを示す情報を含みえ、それにより、発見メッセージを受信
するＵＥは、グループ通信メッセージを絶えずリッスンする（listen for）必要がない。
【００４９】
　[0069]図７は、本開示のある態様にしたがった、他のユーザ機器と通信するユーザ機器
を例示する実例的な図７００である。実例的な図７００では、同じグループ中にｎ個のＵ
Ｅ（例えば、第１のＵＥ７０２、第２のＵＥ７０４、第３のＵＥ７０６、…ｍ番目のＵＥ
７１０）がある。実例的な図７００では、各ＵＥは、隣接ＵＥを発見しうる。このことか
ら、第１のＵＥ７０２は、第２のＵＥ７０４を発見し、第２のＵＥ７０４は、第１のＵＥ
７０２と第３のＵＥ７０６とを発見し、第３のＵＥ７０６は、第２のＵＥ７０４と第４の
ＵＥ７０８とを発見し、といった具合でありうる。第１のＵＥ７０２が第１のＵＥ７０２
の１ホップ近隣物からｎホップ近隣物までを発見するように構成されうる場合。ホップの
数は、第１のＵＥ７０２が別のＵＥと通信するために利用しうるＵＥ間での接続の数を示
す。例えば、第２のＵＥ７０４は、第１のＵＥ７０２が第２のＵＥ７０４と通信するため
に１つのＵＥ接続（７１４）を使用することから、第１のＵＥ７０２の１ホップ近隣ＵＥ
である。例えば、第３のＵＥ７０６は、７３４において第１のＵＥ７０２が第２のＵＥ７
０４を通じて第３のＵＥ７０６と通信するために２つのＵＥ接続（７１４および７１６）
を使用することから、第１のＵＥ７０２の２ホップ近隣ＵＥである。例えば、第４のＵＥ
７０８は、７３６において第１のＵＥ７０２が第２のＵＥ７０４と第３のＵＥ７０６とを
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通じて第３のＵＥ７０６と通信するために３つのＵＥ接続（７１４、７１６、７１８）を
使用することから、第１のＵＥ７０２の３ホップ近隣ＵＥである。例えば、ｍ番目のＵＥ
７０８は、７３８において第１のＵＥ７０２がｎ個のＵＥ（例えば、第２のＵＥ７０４、
第３のＵＥ７０６、第４のＵＥ７０８…、（ｍ－１）番目のＵＥ）を通じてｍ番目のＵＥ
７０８と通信するためにｎ個のＵＥ接続を使用することから、第１のＵＥ７０２のｎホッ
プ近隣ＵＥであり、ここで、ｎ＝ｍ－１である。
【００５０】
　[0070]１つまたは複数のＵＥは、近隣ＵＥに送られることになる発見メッセージを生成
しうる。例えば、第２のＵＥ７０４は、発見メッセージを生成し、第１のＵＥ７０２に発
見メッセージを送りうる。第２のＵＥ７０４によって生成される発見メッセージは、一時
ＩＤを含みえ、ここで、一時ＩＤのプレフィックスは、第２のＵＥ７０４のグループＩＤ
とグループキーＩＤとを含み、一時ＩＤのサフィックス部分は、第２のＵＥ７０４自身の
ＩＤ、第２のＵＥ７０４の階層情報、および第２のＵＥ７０４の１ホップ近隣ＵＥのＩＤ
と階層情報とを含みうる。一態様では、第２のＵＥ７０４によって生成される発見メッセ
ージ中の一時ＩＤのサフィックス部分は加えて、第２のＵＥ８０４の２ホップ近隣ＵＥ（
第２のＵＥの近隣ＵＥの近隣ＵＥ）のＩＤと階層情報とを含みうる。一態様では、第２の
ＵＥ７０４によって生成される発見メッセージ中の一時ＩＤのサフィックス部分は、第２
のＵＥ７０４から最大で（ｎ－１）ホップ近隣ＵＥまでのＩＤと階層情報とを含みうる。
【００５１】
　[0071]第１のＵＥ７０２は、第２のＵＥ７０４から発見メッセージを受信しうる。第２
のＵＥ７０４からの発見メッセージに基づいて、第１のＵＥ７０２は、中継器として動作
する第２のＵＥ７０４を介してＵＥのうちの１つまたは複数（第３のＵＥ７０６、第４の
ＵＥ７０８…、（ｍ－１）番目のＵＥ）と通信することを決定しうる。ある態様では、通
信するというそのような決定に際して、第１のＵＥ７０２は、通信のために中継器として
動作することを第２のＵＥ７０４に要求しうる。一例では、発見メッセージが第２のＵＥ
７０４と第２のＵＥ７０４の近隣ＵＥである第３のＵＥ７０６とについての情報（例えば
、ＩＤ、階層情報）を含む場合、第１のＵＥ７０２は、第２のＵＥ７０４からの発見メッ
セージに基づいて、７３２において第２のＵＥ７０４を通じて第３のＵＥ７０６と通信し
うる。別の例では、発見メッセージが第２のＵＥ７０４、第３のＵＥ７０６、および第４
のＵＥ７０８についての情報（例えば、ＩＤ、階層情報）を含みうる場合、第１のＵＥ７
０２は、第２のＵＥ７０４からの発見メッセージに基づいて、７３６において第２のＵＥ
７０４と第３のＵＥ７０６とを通じて第４のＵＥ７０８と通信しうる。この例では、第４
のＵＥ７０８と通信するという決定に際して、第１のＵＥ７０２は、第４のＵＥ７０８と
の通信のために中継器として動作することを第２のＵＥ７０４と第３のＵＥ７０６とに要
求しうる。同様に、別の例では、発見メッセージが第２のＵＥから（ｍ－１）番目のＵＥ
までついての情報（例えば、ＩＤ、階層情報）を含む場合、第１のＵＥ７０２は、第２の
ＵＥ７０４からの発見メッセージに基づいて、７３８において第２のＵＥ７０４から（ｍ
－１）番目のＵＥまでを通じてｍ番目のＵＥ７１０と通信しうる。
【００５２】
　[0072]図８Ａ－８Ｃは、全部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図であ
る。図８Ａは、グループ中のＵＥ間で全部のメンバに可視性があることを例示する実例的
な図８００である。実例的な図８００では、同じグループ中に、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ
 Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む７つのＵＥがある。ＵＥの各々
は、他のＵＥの全てを発見することができる。例えば、ＵＥ Ａは、それぞれのＵＥから
発見メッセージを受信することによって、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ 
Ｆ、およびＵＥ Ｇを発見しうる。
【００５３】
　[0073]図８Ｂは、全部のメンバに可視性があるケースにおける発見メッセージの通信を
例示する実例的な図８５０である。実例的な図８５０中の各ラインでは、白のドットは、
ＵＥによる発見メッセージの送信を表し、ベタ一色のドット（solid dot）は、近隣ＵＥ
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による発見メッセージの受信を表す。ＵＥ Ａがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ａ
発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ 
Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む全ての近隣ＵＥによって受信されうる。ＵＥ Ｂがその近隣ＵＥ
に発見メッセージ（ＵＥ Ｂ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｃ
、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む全ての近隣ＵＥによって受信されう
る。ＵＥ Ｃがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｃ発見要求）を送ると、発見メッセ
ージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む全ての近
隣ＵＥによって受信されうる。ＵＥ Ｄがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｄ発見要
求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、お
よびＵＥ Ｇを含む全ての近隣ＵＥによって受信されうる。ＵＥ Ｅがその近隣ＵＥに発見
メッセージ（ＵＥ Ｅ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ 
Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む全ての近隣ＵＥによって受信されうる。Ｕ
Ｅ Ｆがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｆ発見要求）を送ると、発見メッセージは
、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、およびＵＥ Ｇを含む全ての近隣ＵＥ
によって受信されうる。ＵＥ Ｇがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｇ発見要求）を
送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、およびＵ
Ｅ Ｆを含む全ての近隣ＵＥによって受信されうる。このことから、実例的な図８００お
よび８５０では、ＵＥの各々は、他のＵＥの１ホップ近隣物であり、他のＵＥのいずれに
よっても発見されることができる。
【００５４】
　[0074]図８Ｃは、一部のメンバに可視性があるケースにおける実例的な可視性のリスト
８７０を例示している。実例的な可視性のリスト８７０は、一部のメンバに可視性がある
ケースにおけるＵＥ Ａの可視性のリストである。例えば、ＵＥ Ａは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ
、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む１ホップ近隣ＵＥを有する。可視性
のリストが１ホップ近隣物の階層情報を含みうることに留意されたい。ＵＥ Ａは、この
可視性のリストを維持しえ、ＵＥ Ａに送られる発見メッセージが時間とともに周期的に
変化しうることから、可視性のリストを周期的に更新しうる。
【００５５】
　[0075]図９Ａ－９Ｃは、一部のメンバに可視性があるケースを例示する実例的な図であ
る。図９Ａは、グループ中のＵＥ間で一部のメンバに可視性があることを例示する実例的
な図９００である。実例的な図９００では、同じグループ中に、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ
 Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む７つのＵＥがある。実例的な図
９００では、ＵＥの各々は、他のＵＥのうちの４つを発見することができる。例えば、Ｕ
Ｅ Ａは、それぞれのＵＥから発見メッセージを受信することによって、ＵＥ Ｂ、ＵＥ 
Ｃ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを発見しうる。ＵＥ Ａは、ＵＥ ＥまたはＵＥ Ｄからは発
見メッセージを受信しない。
【００５６】
　[0076]図９Ｂは、一部のメンバに可視性があるケースにおける発見メッセージの通信を
例示する実例的な図９５０である。実例的な図９５０中の各ラインでは、白のドットは、
ＵＥによる発見メッセージの送信を表し、ベタ一色のドットは、近隣ＵＥによる発見メッ
セージの受信を表す。ＵＥ Ａがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ａ発見要求）を送
ると、発見メッセージは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ ＦおよびＵＥ Ｇによって受信されう
る。ＵＥ Ｂがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｂ発見要求）を送ると、発見メッセ
ージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ ＤおよびＵＥ Ｇによって受信されうる。ＵＥ Ｃがそ
の近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｃ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ａ
、ＵＥ Ｂ、ＵＥ ＤおよびＵＥ Ｅによって受信されうる。ＵＥ Ｄがその近隣ＵＥに発見
メッセージ（ＵＥ Ｄ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ 
ＥおよびＵＥ Ｆによって受信されうる。ＵＥ Ｅがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ
 Ｅ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ ＦおよびＵＥ Ｇ
によって受信されうる。ＵＥ Ｆがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｆ発見要求）を
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送ると、発見メッセージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ ＥおよびＵＥ Ｇによって受信され
うる。ＵＥ Ｇがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｇ発見要求）を送ると、発見メッ
セージは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ ＥおよびＵＥ Ｆによって受信されうる。
【００５７】
　[0077]実例的な図９５０はまた、ＵＥ ＡがＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ ＦおよびＵＥ Ｇ
からそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうることを例示する。ＵＥ Ｂは、ＵＥ Ａ
、ＵＥ Ｃ、ＵＥ ＤおよびＵＥ Ｇからそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうる。
ＵＥ Ｃは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ ＤおよびＵＥ Ｅからそれぞれ送られた発見メッセ
ージを受信しうる。ＵＥ Ｄは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ ＥおよびＵＥ Ｆから送られた
発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｅは、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ ＦおよびＵＥ Ｇか
らそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｆは、ＵＥ Ａ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ 
ＥおよびＵＥ Ｇからそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｇは、ＵＥ 
Ａ、ＵＥ Ｂ、ＵＥ ＥおよびＵＥ Ｆからそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうる
。このことから、実例的な図９５０では、各ＵＥは、それぞれの１ホップ近隣ＵＥから発
見メッセージを受信することによって直接発見されることができる４つの１ホップ近隣Ｕ
Ｅを有する。さらに、実例的な図９５０では、各ＵＥは、１ホップ近隣ＵＥから発見メッ
セージを受信することによって発見されることができる２つの２ホップ近隣ＵＥを有しう
る。
【００５８】
　[0078]図９Ｃは、一部のメンバに可視性があるケースにおける実例的な可視性のリスト
９７０を例示している。実例的な可視性のリスト９７０は、一部のメンバに可視性がある
ケースにおけるＵＥ Ａの可視性のリストである。例えば、ＵＥ Ａは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ
、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む１ホップ近隣ＵＥを有する。ＵＥ Ａは、ＵＥ Ｂまたは
ＵＥ ＣあるいはＵＥ Ｆから受信された発見メッセージに基づいてＵＥ Ｄを発見しうる
。ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、およびＵＥ ＦのうちのどれもＵＥ Ｄを発見することができること
から、ＵＥ ＢまたはＵＥ ＣあるいはＵＥ Ｆからの発見メッセージは、ＵＥ Ｄについて
の情報を含み、それは、ＵＥ Ｄを発見するためにＵＥ Ａによって使用されうる。さらに
、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ ＧのうちのどれもＵＥ Ｅを発見することができること
から、ＵＥ ＣまたはＵＥ ＦあるいはＵＥ Ｇからの発見メッセージは、ＵＥ Ｅについて
の情報を含み、それは、ＵＥ Ｅを発見するためにＵＥ Ａによって使用されることができ
る。ＵＥ ＤおよびＵＥ Ｅは、ＵＥ Ａが中継器として動作する別のＵＥを介してＵＥ Ｄ
および／またはＵＥ Ｅを発見しうることから、ＵＥ Ａの２ホップ近隣物である。可視性
のリストが１ホップ近隣物と２ホップ近隣物との階層情報を含みうることに留意されたい
。ＵＥ Ａは、この可視性のリストを維持しえ、ＵＥ Ａに送られる発見メッセージが時間
とともに周期的に変化しうることから、可視性のリストを周期的に更新しうる。
【００５９】
　[0079]図１０Ａ－１０Ｃは、限られたメンバに可視性があるケースを例示する実例的な
図である。図１０Ａは、グループ中のＵＥ間で限られたメンバに可視性があることを例示
する実例的な図１０００である。実例的な図１０００では、同じグループ中に、ＵＥ Ａ
、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ Ｅ、ＵＥ Ｆ、およびＵＥ Ｇを含む７つのＵＥがあ
る。実例的な図１０００では、ＵＥの各々は、他のＵＥのうちの２つを発見することがで
きる。例えば、ＵＥ Ａは、それぞれのＵＥから発見メッセージを受信することによって
、ＵＥ ＢおよびＵＥ Ｇを発見しうる。ＵＥ Ａは、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｄ、ＵＥ ＥまたはＵ
Ｅ Ｆからは発見メッセージを受信しない。
【００６０】
　[0080]図１０Ｂは、限られたメンバに可視性があるケースにおける発見メッセージの通
信を例示する実例的な図１０５０である。実例的な図１０５０中の各ラインでは、白のド
ットは、ＵＥによる発見メッセージの送信を表し、ベタ一色のドットは、近隣ＵＥによる
発見メッセージの受信を表す。ＵＥ Ａがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ａ発見要
求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ ＢおよびＵＥ Ｇによって受信されうる。ＵＥ 
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Ｂがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｂ発見要求）を送ると、発見メッセージは、
ＵＥ ＡおよびＵＥ Ｃによって受信されうる。ＵＥ Ｃがその近隣ＵＥに発見メッセージ
（ＵＥ Ｃ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ ＢおよびＵＥ Ｄによって受信
されうる。ＵＥ Ｄがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｄ発見要求）を送ると、発見
メッセージは、ＵＥ ＣおよびＵＥ Ｅによって受信されうる。ＵＥ Ｅがその近隣ＵＥに
発見メッセージ（ＵＥ Ｅ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ ＤおよびＵＥ 
Ｆによって受信されうる。ＵＥ Ｆがその近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｆ発見要求）
を送ると、発見メッセージは、ＵＥ ＥおよびＵＥ Ｇによって受信されうる。ＵＥ Ｇが
その近隣ＵＥに発見メッセージ（ＵＥ Ｇ発見要求）を送ると、発見メッセージは、ＵＥ 
ＡおよびＵＥ Ｆによって受信されうる。
【００６１】
　[0081]実例的な図１０５０はまた、ＵＥ ＡがＵＥ ＢおよびＵＥ Ｇからそれぞれ送ら
れた発見メッセージを受信しうることを例示する。ＵＥ Ｂは、ＵＥ ＡおよびＵＥ Ｃか
らそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｃは、ＵＥ ＢおよびＵＥ Ｄか
らそれぞれ送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｄは、ＵＥ ＣおよびＵＥ Ｅか
ら送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｅは、ＵＥ ＤおよびＵＥ Ｆからそれぞ
れ送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｆは、ＵＥ ＥおよびＵＥ Ｇからそれぞ
れ送られた発見メッセージを受信しうる。ＵＥ Ｇは、ＵＥ ＡおよびＵＥ Ｆからそれぞ
れ送られた発見メッセージを受信しうる。このことから、実例的な図１０５０では、各Ｕ
Ｅは、それぞれの１ホップ近隣ＵＥから発見メッセージを受信することによって直接発見
されることができる２つの１ホップ近隣ＵＥを有する。さらに、実例的な図１０５０では
、各ＵＥは、１ホップ近隣ＵＥから発見メッセージを受信することによって発見されるこ
とができる２つの２ホップ近隣ＵＥを有しうる。
【００６２】
　[0082]図１０Ｃは、一部のメンバに可視性があるケースにおける実例的な可視性のリス
ト１０７０を例示している。実例的な可視性のリスト１０７０は、一部のメンバに可視性
があるケースにおけるＵＥ Ａの可視性のリストである。可視性のリスト１０７０は、Ｕ
Ｅ Ａによって絶えず更新されうる。例えば、ＵＥ Ａは、ＵＥ Ｂ、ＵＥ Ｃ、ＵＥ Ｆ、
およびＵＥ Ｇを含む１ホップ近隣ＵＥを有する。ＵＥ Ａは、ＵＥ ＢまたはＵＥ Ｃある
いはＵＥ Ｆから受信された発見メッセージに基づいてＵＥ Ｄを発見しうる。ＵＥ Ｂ、
ＵＥ Ｃ、およびＵＥ ＦのうちのどれもＵＥ Ｄを発見することができることから、ＵＥ 
ＢまたはＵＥ ＣあるいはＵＥ Ｆからの発見メッセージは、ＵＥ Ｄについての情報を含
む。ＵＥ Ａが中継器として動作する別のＵＥを介してＵＥ Ｄを発見し、それと通信しう
ることから、ＵＥ Ｄは、ＵＥ Ａの２ホップ近隣物である。ＵＥ Ａは、この可視性のリ
ストを維持しえ、ＵＥ Ａに送られる発見メッセージが時間とともに周期的に変化しうる
ことから、可視性のリストを周期的に更新しうる。
【００６３】
　[0083]上記の例は、ＵＥの１ホップ近隣物と２ホップ近隣物とを発見するＵＥを例示し
ているが、ある態様では、ＵＥはさらに、１ホップ近隣物と２ホップ近隣物とに加えてｎ
ホップ近隣物、およびそれらの対応する階層情報を発見するように構成されうる。図１０
Ａ－１０Ｃ中に例示された例を参照すると、ＵＥが最大でｎホップ近隣物を発見するよう
に構成される場合、ＵＥ－Ａは、その１ホップ近隣物から発見メッセージを受信しえ、こ
こで、発見メッセージは、１ホップ近隣物のＩＤ、２ホップ近隣物のＩＤ、３ホップ近隣
物のＩＤ、４ホップ近隣物のＩＤ、…ｎホップ近隣物のＩＤ、およびそれらの階層情報を
含む。このことから、例えば、図１０Ａ－１０Ｃ中に例示された例では、ＵＥが最大で３
ホップ近隣物を発見するように構成される場合、ＵＥ Ａは、ＵＥ Ｂから発見メッセージ
を受信しえ、ここで、発見メッセージは、ＵＥ－Ｂ（１ホップ近隣物）、ＵＥ－Ｃ（２ホ
ップ近隣物）、およびＵＥ－Ｄ（３ホップ近隣物）のＩＤと、それらの階層情報とを含む
。特に、ＵＥ－Ｂは、（例えば、ＵＥ Ｃから発見メッセージを受信することによって）
ＵＥ Ｃを介してＵＥ ＤのＩＤ（およびＵＥ ＣのＩＤ）と対応する階層情報とを決定し
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え、それにより、ＵＥは、ＵＥ ＣおよびＵＥ ＤのＩＤならびにＵＥ ＢのＩＤを含む発
見メッセージを生成し、それを送りうる。
【００６４】
　[0084]可視性のリスト（例えば、可視性のリスト８７０、９７０、１０７０）がフロア
アービトレーションのために利用されうることに留意されたい。特に、ＵＥが通信しうる
可視性のリスト中の他のＵＥと対応する階層情報とをＵＥがリストすることから、ＵＥは
、可視性のリストに基づいてフロアアービトレータを決定しうる。例えば、図８の可視性
のリスト８７０では、可視性のリスト８７０中の階層番号の中で階層ｄが最も高い番号を
有する場合、ＵＥ Ａは、階層ｄに対応するＵＥ Ｄがフロアアービトレータであると決定
しうる。フロアアービトレーションプロシージャの詳細がさらに以下に提供される。
【００６５】
　[0085]ある態様では、フロア制御（例えば、オフネットワークフロア制御）のためのモ
デルは、２つの要素：フロアチェア（floor chair）とフロア制御サーバとが組み合わさ
れたフロアアービトレータと、フロアパーティシパント（floor participants）（例えば
、フロアアービトレータではない他のＵＥ）を有する。最も高い階層値を有するＵＥは、
フロアアービトレータとして選択される。一例では、ＵＥは、フロアアービトレータとし
て送信側ＵＥと送信側ＵＥの近隣ＵＥとのうちの１つを選択しうる。フロアアービトレー
タは、フロア許可を有するＵＥがグループ中の他のＵＥとのグループ通信を遂行しうるよ
うに、ＵＥに対して通信フロアを許可しうる。このことから、ＵＥは、他のＵＥとのグル
ープ通信についての許可を取得するために、フロアアービトレータにフロア要求を送りう
る。このフロア制御メカニズムは、ある特定のポート番号にＵＤＰ／ＩＰパケットを送る
ことに基づく。このポートは、グループ通信のためにセットアップされたセッション時に
事前構成およびネゴシエートされる。グループ通信は、グループ内の全てのＵＥによって
モニタされることができる。グループ中のフロアアービトレータと他のＵＥとは、フロア
アービトレータに対して成されたフロア要求と、フロア制御についてのフロアアービトレ
ータの応答とのリスト（フロア制御リスト）を維持する。フロアアービトレータは、通信
フロア、階層、等についての待ち行列中でのＵＥの位置に基づいてフロア制御を扱うため
に、このフロア制御リストを維持する。いくつかの他のＵＥは、フロアアービトレータが
利用不可能になり（例えば、カバレッジを失うまたはドロップオフする）、新しいフロア
アービトレータが割り当てられるべきであるケースでは、フロアアービトレータが有する
フロア制御リストのコピーを有するために、このフロア制御リストを維持する。例えば、
より高い階層値を有するＵＥのうちの少なくともいくつかは、このフロア制御リストを維
持しうる。ＵＥが上述された発見のフェーズ中に互いを発見する間に階層情報が既に決定
され、このことから、ＵＤＰ／ＩＰパケットによって共有されないことがありうることに
留意されたい。
【００６６】
　[0086]図１１は、フロア制御のためのＵＤＰ／ＩＰパケットの構造を例示する実例的な
図１１００である。ＵＤＰ／ＩＰパケット１１００は、通信用のある特定の宛先ポート番
号とある特定のポート番号とを含む。ＵＤＰ／ＩＰパケット１１００はまた、プリミティ
ブとフロア制御リストとを含む。プリミティブは、８ビット値でありうる。フロアパーテ
ィシパントとフロアアービトレータとは、互いと通信するためにプリミティブのセットを
使用する。プリミティブがさらに、表１中に示されている。
【００６７】
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【表１】

【００６８】
　[0087]表１は、異なる値についてのプリミティブおよび対応する方向を示し、ここで、
「Ｓ」は、フロア制御サーバを表し、「Ｐ」は、フロアパーティシパントを表し、「Ｃｈ
」は、フロアチェアを表す。フロア制御リストは、フロア制御プロシージャの状態を含み
、プリミティブについての値に依存して通信されうる。
【００６９】
　[0088]図１２は、フロア制御シグナリングを例示する実例的なフロー図１２００である
。フロア制御要求は、グループ通信のために通信チャネル中に送られることになる。フロ
ア制御要求は、ＵＥからフロアアービトレータに送られる。フロアアービトレータは、近
隣ＵＥから送られる発見メッセージから取得される情報に基づいて決定されうる。上記に
論述されたように、ＵＥは、ＵＥの近隣ＵＥの階層情報および／または近隣ＵＥの信号強
度に基づいてフロアアービトレータを決定する。実例的なフロー図１２００は、丸括弧中
に示されている階層値１、２、１、４、１、３、１をそれぞれ有するグループメンバＵＥ
－Ａ、ＵＥ－Ｂ、ＵＥ－Ｃ、ＵＥ－Ｄ、ＵＥ－Ｅ、ＵＥ－Ｆ、およびＵＥ－Ｇ間の相互作
用を示している。ＵＥ－Ｄがグループメンバの中で最も高い階層値を有していることから
、ＵＥ－Ａは、ＵＥ－Ｄがフロアアービトレータであると決定する。図９Ａ－９Ｃの例と
同様に、ＵＥ－Ｃは、ＵＥ－Ａの１ホップ近隣物、ならびにＵＥ－Ｄの１ホップ近隣物で
ありえ、その一方でＵＥ－Ｄは、ＵＥ－Ａの２ホップ近隣物でありうる。このことから、
ＵＥ－Ａは、中継器として動作するＵＥ－Ｃを介してＵＥ－Ｄに通信しうる。１２１２に
おいて、フロアを取得するために、ＵＥ－Ａは、ＵＥ－Ｃにフロア要求を送り、それによ
り、ＵＥ－Ｃは、１２１４においてＵＥ－Ａからのフロア要求をＵＥ－Ｄに中継するため
に中継機能を遂行しうる。１２１６において、ＵＥ－Ｄは、ＵＥ－Ｃにフロア要求の受け
入れを示すフロア応答を送ることによってフロア要求に応答し、それは後に、１２１８に
おいてＵＥ－Ａにフロア応答を中継する。より高い階層値を有するＵＥは、それぞれのフ
ロア制御リストを作り上げうる。特に、実例的な図１２００では、ＵＥ－Ｂ、ＵＥ－Ｄ、
およびＵＥ－Ｆが、他のＵＥより高い階層値（それぞれ２、４、および３）を有する。こ
のことから、ＵＥ－Ｂ、ＵＥ－Ｄ、およびＵＥ－Ｆは、それぞれ１２２０、１２２２、お
よび１２２４において、それぞれのフロア制御リストを作り上げる。１２２６において、
フロアを取得した後で、ＵＥ－Ａは、フロアに基づいてグループメンバとのグループ通信
（例えば、媒体）を遂行する。ＵＥ－Ａがフロアに基づいてグループ通信を遂行する間、
別のＵＥがフロアを取得することを試みうる。
【００７０】
　[0089]１２２８において、ＵＥ－Ａがフロアに基づいてグループ通信を遂行する間、Ｕ
Ｅ－ＣがＵＥ－Ｄにフロア要求を送る。それに応答して、１２３０において、ＵＥ－Ｄは
、フロアがＵＥ－Ａによって利用されていることから、ＵＥ－Ｃに待機するように指示す
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るフロア応答を送る。ＵＥ－Ｂ、１２３２、１２３４、および１２３６において、ＵＥ－
Ｂ、ＵＥ－Ｄ、およびＵＥ－Ｆは、それぞれのフロア制御リストをそれぞれ作り上げる。
１２３８において、ＵＥ－Ｄは、カバレッジを失い、利用不可能になりうる。ＵＥ－Ｄが
利用不可能になった場合、新しいフロアアービトレータが階層情報に基づいて（例えば、
ＵＥ－Ａによって）決定される。１２４０において、ＵＥ－Ｄが利用不可能になった後で
、ＵＥ－Ｆが利用可能なＵＥの中で最も高い階層値を有していることから、ＵＥ－Ｆが新
しいフロアアービトレータになる。ＵＥ－Ｆが新しいフロアアービトレータになると、Ｕ
Ｅ－Ｆは、絶えず維持されるフロア制御リストに基づいてフロアアービトレータの動作を
継続しうる。
【００７１】
　[0090]図１３は、ランクベースのフロアアービトレーションを例示する実例的なフロー
図１３００である。実例的なフロー図１３００は、複数のＵＥからのフロア要求がフロア
アービトレータに送られるシナリオと、（例えば、ランキングに基づく）それら要求に対
するフロアアービトレータの応答とを例示している。特に、フロアアービトレータは、ど
のＵＥが各ＵＥのランキングに基づいてフロアを許可されるべきかを決定しえ、ここにお
いて、ランキングは、階層情報に基づいて決定される。１３１２において、同じグループ
中のＵＥ（ＵＥ１からＵＥ Ｎ）は、発見メッセージを送信および受信することによって
ピア発見を遂行し、近隣ＵＥの階層情報も決定しうる。１３１４において、ＵＥは、ＵＥ
間で階層情報に基づくＵＥの到達可能性（reachability）情報（例えば、ＵＥが１ホップ
近隣物であるか、または２ホップ近隣物であるか、あるいはｎホップ近隣物であるか）お
よびランキングを共有し、（例えば、最も高い階層値に対応する）最も高いランキングを
有するＵＥがフロアアービトレータであると決定する。このことから、１３１６において
、最も高いランキングを有するＵＥ３がフロアアービトレータになり、ＵＥ３は、１３１
８においてＵＥ３がフロアアービトレータであることを通知する通知を他のＵＥに送る。
１３２０において、ＵＥ２は、他のＵＥとのグループ通信を開始する。グループ通信を遂
行するために、ＵＥ２は、１３２２において、ＵＥ３にフロア要求を送り、フロアを許可
するフロア応答をＵＥ３から受信する。ＵＥ２がフロア応答に基づいてフロアを取得する
と、ＵＥ２は、１３２４において他のＵＥとのグループ通信を遂行する。
【００７２】
　[0091]１３２６において、ＵＥ３は、利用不可能になり、このことからフロアアービト
レータとして利用不可能になる。１３２８において、ＵＥ３がフロアアービトレータとし
て利用不可能になると、ＵＥは、ＵＥ間で階層情報に基づくＵＥの到達可能性情報および
ランキングを共有し、最も高いランキングを有するＵＥがフロアアービトレータであると
決定する。ＵＥ３が利用不可能になることで、ＵＥ１が最も高いランキングを有する。こ
のことから、１３３０において、ＵＥ１が新しいフロアアービトレータになり、ＵＥ１は
、１３３２においてＵＥ１が新しいフロアアービトレータであることを通知する通知を他
のＵＥに送る。ＵＥがグループ通信を継続するために、ＵＥ２は、１３３４において、新
しいアービトレータであるＵＥ１にフロア要求を送り、フロアを許可するフロア応答をＵ
Ｅ１から受信する。ＵＥ２がフロア応答に基づいてフロアを取得すると、ＵＥ２は、１３
３６において他のＵＥとのグループ通信を遂行することを継続する。
【００７３】
　[0092]図１４は、本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信の方法のフローチャ
ート１４００である。方法は、第１のＵＥ（例えば、ＵＥ４６４、装置１８０２／１８０
２’）によって遂行されうる。１４０２において、第１のＵＥは、第２のＵＥから発見メ
ッセージを受信し、発見メッセージは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を
含む。ある態様では、第１のＵＥは、第１のグループＩＤと第１のグループキーＩＤとを
有しえ、発見メッセージは、第２のグループＩＤと第２のグループキーＩＤとを含む。例
えば、上記に論述されたように、第２のＵＥ７０４は、発見メッセージを生成し、第１の
ＵＥ７０２に発見メッセージを送りうる。例えば、上記に論述されたように、第２のＵＥ
７０４によって生成される発見メッセージは、一時ＩＤを含みえ、ここで、一時ＩＤのプ
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レフィックスは、第２のＵＥ７０４のグループＩＤとグループキーＩＤとを含み、一時Ｉ
Ｄのサフィックス部分は、第２のＵＥ７０４自身のＩＤ、第２のＵＥ７０４の階層情報、
および第２のＵＥ７０４の１ホップ近隣ＵＥのＩＤと階層情報とを含みうる。１４０４に
おいて、第１のＵＥは、第１のグループＩＤと第１のグループキーＩＤとに基づいて発見
メッセージを復号することを試みうる。例えば、上記に論述されたように、送信側ＵＥと
同じグループに属する各ＵＥは、発見メッセージ中に含まれる告知済一時ＩＤ中の符号化
された情報を復号するために使用される、グループを識別するＩＤとセキュリティキーと
を有しうる。
【００７４】
　[0093]１４０６において、第１のＵＥは、第１のグループＩＤと第２のグループＩＤと
が同じであり、且つ第１のグループキーＩＤと第２のグループキーＩＤとが同じであると
きに、復号された発見メッセージに基づいて１ホップ近隣ＵＥを決定しうる。例えば、上
記に論述されたように、モニタリングＵＥが一時ＩＤ６１０のプレフィックス部分６２０
のグループＩＤおよびグループキーＩＤと同じグループＩＤおよび同じグループキーＩＤ
を有する場合、モニタリングＵＥは、ＵＥによって生成された告知済一時ＩＤ６７０のプ
レフィックス部分６８０を復号することが可能になるであろう。ある態様では、発見メッ
セージは、プレフィックス部分とサフィックス部分とを含む一時ＩＤを含み、プレフィッ
クス部分は、第２のグループＩＤと第２のグループキーＩＤとを含み、サフィックス部分
は、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥを示す少なくとも１つの識別子を含む。ある態様では
、第１のグループＩＤは、第１のレイヤ２グループＩＤであり、第１のグループキーＩＤ
は、第１のＰＧＫ ＩＤである。ある態様では、サフィックス部分はさらに、第２のＵＥ
のＩＤ、第２のＵＥの階層情報、および第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む
。例えば、上記に論述されたように、ＵＥは、プレフィックス部分６２０とサフィックス
部分６３０とを含む一時ＩＤ６１０を生成しうる。例えば、上記に論述されたように、プ
レフィックス部分６２０は、レイヤ２（Ｌ２）グループＩＤのようなグループＩＤとＰｒ
ｏＳｅグループキーＩＤ（ＰＧＫ ＩＤ）のようなグループキーＩＤとを含みうる。サフ
ィックス部分６３０は、ＵＥ自身のＩＤ（例えば、Ｌ２ ＩＤ）、ＵＥ自身の階層、ＵＥ
の近隣ＵＥのＩＤ（例えば、Ｌ２ ＩＤ）、およびＵＥの近隣ＵＥの階層値を含む。ある
態様では、プレフィックス部分とサフィックス部分とは、ハッシュ関数、第２のグループ
ＩＤ、および第２のグループキーＩＤに基づいて符号化される。例えば、上記に論述され
たように、ＵＥは、ＵＴＣベースのカウンタ６５０に基づいて、プレフィックス部分６２
０中のグループＩＤとグループキーＩＤとを符号化するために一方向性ハッシュ関数６４
０を適用する。
【００７５】
　[0094]１４０８において、第１のＵＥは、発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信
することを決定し、第３のＵＥは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである。
例えば、上記に論述されたように、第２のＵＥ７０４からの発見メッセージに基づいて、
第１のＵＥ７０２は、中継器として動作する第２のＵＥ７０４を介してＵＥのうちの１つ
または複数（第３のＵＥ７０６、第４のＵＥ７０８…、（ｍ－１）番目のＵＥ）と通信す
ることを決定しうる。１４１０において、第１のＵＥは、第１のＵＥと第３のＵＥとの間
での通信のために中継器として動作することを第２のＵＥに要求する。例えば、上記に論
述されたように、通信するというそのような決定に際して、第１のＵＥ７０２は、通信の
ために中継器として動作することを第２のＵＥ７０４に要求しうる。１４１２において、
第１のＵＥは、第２のＵＥを通じて第３のＵＥと通信する。例えば、上記に論述されたよ
うに、発見メッセージが第２のＵＥ７０４と第２のＵＥ７０４の近隣ＵＥである第３のＵ
Ｅ７０６とについての情報（例えば、ＩＤ、階層情報）を含む場合、第１のＵＥ７０２は
、第２のＵＥ７０４を通じて第３のＵＥ７０６と通信しうる。１４１４において、以下に
説明されるように、追加の方法の特徴が遂行されうる。
【００７６】
　[0095]図１５Ａは、図１４のフローチャート１４００から展開した、ワイヤレス通信の
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方法のフローチャート１５００である。方法は、第１のＵＥ（例えば、ＵＥ４６４、装置
１８０２／１８０２’）によって遂行されうる。１４１４において、方法の特徴は、図１
３のフローチャート１３００から展開されうる。１５０２において、第１のＵＥは、発見
メッセージ中に示された第２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥとの階層情報に基づいて、フロア
アービトレータＵＥとして第２のＵＥと第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥとのうちの１つを
選択する。例えば、上記に論述されたように、ＵＥは、フロアアービトレータとして送信
側ＵＥと送信側ＵＥの近隣ＵＥとのうちの１つを選択しうる。
【００７７】
　[0096]１５０４において、第１のＵＥは、フロアアービトレータＵＥにフロア要求を送
る。例えば、上記に論述されたように、ＵＥは、他のＵＥとのグループ通信についての許
可を取得するために、フロアアービトレータにフロア要求を送りうる。例えば、図１２を
参照すると、１２１２において、フロアを取得するために、ＵＥ－Ａは、ＵＥ－Ｃにフロ
ア要求を送り、それにより、ＵＥ－Ｃは、１２１４においてＵＥ－Ａからのフロア要求を
ＵＥ－Ｄに中継するために中継機能を遂行しうる。１５０６において、第１のＵＥは、フ
ロア要求に応答してフロアアービトレータＵＥからフロア応答を受信する。例えば、図１
２を参照すると、１２１６において、ＵＥ－Ｄは、ＵＥ－Ｃにフロア要求の受け入れを示
すフロア応答を送ることによってフロア要求に応答し、それは後に、１２１８においてＵ
Ｅ－Ａにフロア応答を中継する。１５０８において、第１のＵＥは、フロア応答に基づい
て第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは複数と第２のＵＥと通信する。例え
ば、図１２を参照すると、１２２６において、フロアを取得した後で、ＵＥ－Ａは、フロ
アに基づいてグループメンバとのグループ通信（例えば、媒体）を遂行する。ある態様で
は、フロアアービトレータＵＥは、階層情報に基づいて発見メッセージ中に示された、第
２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥとの中での最も高い階層値を有する。ある態様では、第３の
ＵＥがフロアアービトレータＵＥとして選択される場合、第２のＵＥは、第１のＵＥと第
３のＵＥとの間でのフロア要求とフロア応答との通信のために中継器として動作する。例
えば、図１２を参照すると、１２１２において、フロアを取得するために、ＵＥ－Ａは、
ＵＥ－Ｃにフロア要求を送り、それにより、ＵＥ－Ｃは、１２１４においてＵＥ－Ａから
のフロア要求をＵＥ－Ｄに中継するために中継機能を遂行しうる。例えば、図１２を参照
すると、１２１６において、ＵＥ－Ｄは、ＵＥ－Ｃにフロア要求の受け入れを示すフロア
応答を送ることによってフロア要求に応答し、それは後に、１２１８においてＵＥ－Ａに
フロア応答を中継する。
【００７８】
　[0097]１５１０において、第１のＵＥは、フロアアービトレータＵＥがもはや利用可能
でないと決定しうる。１５１２において、第１のＵＥは、第２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥ
との階層情報に基づいて、後続のフロアアービトレータＵＥとして第２のＵＥと第２のＵ
Ｅの１ホップ近隣ＵＥとのうちの別のＵＥを選択しうる。例えば、上記に論述されたよう
に、ＵＥ－Ｄが利用不可能になった場合、新しいフロアアービトレータが階層情報に基づ
いて（例えば、ＵＥ－Ａによって）決定される。ある態様では、後続のフロアアービトレ
ータとしての第２のＵＥと第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥとのうちの別のＵＥは、フロア
制御リストに基づいて後続のフロアアービトレータとして選択され、ここにおいて、フロ
ア制御リストは、フロア制御プロシージャの状態を含む。例えば、上記に論述されたよう
に、いくつかの他のＵＥは、フロアアービトレータが利用不可能になり（例えば、カバレ
ッジを失うまたはドロップオフする）、新しいフロアアービトレータが割り当てられるべ
きであるケースでは、フロアアービトレータが有するフロア制御リストのコピーを有する
ために、このフロア制御リストを維持する。
【００７９】
　[0098]図１５Ｂは、図１４のフローチャート１４００から展開した、ワイヤレス通信の
方法のフローチャート１５５０である。方法は、第１のＵＥ（例えば、ＵＥ４６４、装置
１８０２／１８０２’）によって遂行されうる。１４１４において、方法の特徴は、図１
４のフローチャート１４００から展開されうる。ある態様では、発見メッセージはさらに
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、第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥを含む。例えば、上記に論述されたように、第２のＵＥ
７０４によって生成される発見メッセージ中の一時ＩＤのサフィックス部分は加えて、第
２のＵＥ８０４の２ホップ近隣ＵＥ（第２のＵＥの近隣ＵＥの近隣ＵＥ）のＩＤと階層情
報とを含みうる。１５５２において、第１のＵＥは、発見メッセージに基づいて第４のＵ
Ｅと通信することを決定し、ここにおいて、第４のＵＥは、第２のＵＥの２ホップ近隣Ｕ
Ｅのうちの１つであり、第３のＵＥの１ホップ近隣ＵＥである。１５５４において、第１
のＵＥは、第１のＵＥと第４のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
第２のＵＥと第３のＵＥとに要求する。１５５６において、第１のＵＥは、第２のＵＥと
第３のＵＥとを通じて第４のＵＥと通信する。例えば、上記に論述されたように、発見メ
ッセージが第２のＵＥ７０４、第３のＵＥ７０６、および第４のＵＥ７０８についての情
報（例えば、ＩＤ、階層情報）を含みうる場合、第１のＵＥ７０２は、第２のＵＥ７０４
からの発見メッセージに基づいて、７３６において第２のＵＥ７０４と第３のＵＥ７０６
とを通じて第４のＵＥ７０８と通信しうる。例えば、上記に論述されたように、第４のＵ
Ｅ７０８と通信するという決定に際して、第１のＵＥ７０２は、第４のＵＥ７０８との通
信のために中継器として動作することを第２のＵＥ７０４と第３のＵＥ７０６とに要求し
うる。
【００８０】
　[0099]図１６は、本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信の方法のフローチャ
ート１６００である。方法は、ＵＥ（例えば、ＵＥ４６４、装置１８０２／１８０２’）
によって遂行されうる。１６０２において、第１のＵＥは、第１のＵＥの１ホップ近隣Ｕ
Ｅについての情報を含む発見メッセージを生成する。１６０４において、第１のＵＥは、
第２のＵＥに発見メッセージを送信する。例えば、上記に論述されたように、第２のＵＥ
７０４は、発見メッセージを生成し、第１のＵＥ７０２に発見メッセージを送りうる。
【００８１】
　[00100]１６０６において、第１のＵＥは、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信の
ために中継器として動作することを求める要求を第２のＵＥから受信し、第３のＵＥは、
第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである。例えば、上記に論述されたように、
通信するというそのような決定に際して、第１のＵＥ７０２は、通信のために中継器とし
て動作することを第２のＵＥ７０４に要求しうる。１６０８において、第１のＵＥは、要
求に基づいて第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継機能を遂行する。例え
ば、上記に論述されたように、発見メッセージが第２のＵＥ７０４と第２のＵＥ７０４の
近隣ＵＥである第３のＵＥ７０６とについての情報（例えば、ＩＤ、階層情報）を含む場
合、第１のＵＥ７０２は、第２のＵＥ７０４を通じて第３のＵＥ７０６と通信しうる。
【００８２】
　[00101]ある態様では、第１のＵＥは、発見メッセージ中に含まれているグループＩＤ
とグループキーＩＤとにハッシュ関数を適用することによって発見メッセージを符号化す
ることによって発見メッセージを生成し、ここで、グループＩＤとグループキーＩＤとは
、第１のＵＥと同じグループ中にあるＵＥに知られている。例えば、上記に論述されたよ
うに、ＵＥは、協定世界時（ＵＴＣ）ベースのカウンタ６５０に基づいて、プレフィック
ス部分６２０中のグループＩＤとグループキーＩＤとを符号化するために一方向性ハッシ
ュ関数６４０を適用する。そのような態様では、発見メッセージは、プレフィックス部分
とサフィックス部分とを含む一時ＩＤを含み、プレフィックス部分は、グループＩＤとグ
ループキーＩＤとを含み、サフィックス部分は、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥを示す少
なくとも１つの識別子を含む。そのような態様では、グループＩＤは、レイヤ２グループ
ＩＤであり、グループキーＩＤは、ＰＧＫ ＩＤである。そのような態様では、サフィッ
クス部分はさらに、第１のＵＥのＩＤ、第１のＵＥの階層情報、および第１のＵＥの１ホ
ップ近隣ＵＥの階層情報を含む。例えば、上記に論述されたように、ＵＥは、プレフィッ
クス部分６２０とサフィックス部分６３０とを含む一時ＩＤ６１０を生成しうる。例えば
、上記に論述されたように、プレフィックス部分６２０は、レイヤ２（Ｌ２）グループＩ
ＤのようなグループＩＤとＰｒｏＳｅグループキーＩＤ（ＰＧＫ ＩＤ）のようなグルー
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プキーＩＤとを含みうる。例えば、上記に論述されたように、サフィックス部分６３０は
、ＵＥ自身のＩＤ（例えば、Ｌ２ ＩＤ）、ＵＥ自身の階層、ＵＥの近隣ＵＥのＩＤ（例
えば、Ｌ２ ＩＤ）、およびＵＥの近隣ＵＥの階層値を含む。
【００８３】
　[00102]ある態様では、第１のＵＥは、１ホップ近隣ＵＥの階層または１ホップ近隣Ｕ
Ｅの信号強度のうちの少なくとも１つに基づいて、発見メッセージ中に示されることにな
る１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは複数を選択することと、１ホップ近隣ＵＥのうち
の選択された１つまたは複数についての情報を含む発見メッセージを生成することとを行
うことによって発見メッセージを生成する。例えば、上記に論述されたように、ＵＥは、
ある特定の数の近隣ＵＥと発見メッセージ中に含まれることになるそれらの階層情報とを
選択しえ、ここで、その選択は、近隣ＵＥの信号強度および／または近隣ＵＥの階層番号
に基づく。
【００８４】
　[00103]１６１０において、以下に説明されるように、追加の方法の特徴が遂行されう
る。
【００８５】
　[00104]図１７Ａは、図１６のフローチャート１６００から展開した、ワイヤレス通信
の方法のフローチャート１７００である。方法は、第１のＵＥ（例えば、ＵＥ４６４、装
置１８０２／１８０２’）によって遂行されうる。１６１０において、方法の特徴は、図
１６のフローチャート１６００から展開されうる。１７０２において、第１のＵＥは、第
１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの第２のセットについての情報を含む第２の発見メッセージ
を生成し、ここにおいて、第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの第２のセットは、発見メッセ
ージ中に示された第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの第１のセットとは異なる。１７０４に
おいて、第１のＵＥは、第２のＵＥに第２の発見メッセージを送信する。例えば、上記に
論述されたように、ＵＥは、異なる発見メッセージを送りえ、ここで、発見メッセージは
、近隣ＵＥの異なるセットについての情報とそれらの階層情報とを含む。例えば、上記に
論述されたように、第１の発見メッセージは、近隣ＵＥの第１のセットについての情報と
それらの階層情報とを含み、第２の発見メッセージは、近隣ＵＥの第２のセットについて
の情報とそれらの階層情報とを含みえ、ここで、第１のセットと第２のセットとは、近隣
ＵＥ全体をカバーする。
【００８６】
　[00105]図１７Ｂは、図１６のフローチャート１６００から展開した、ワイヤレス通信
の方法のフローチャート１７５０である。方法は、第１のＵＥ（例えば、ＵＥ４６４、装
置１８０２／１８０２’）によって遂行されうる。１６１０において、方法の特徴は、図
１６のフローチャート１６００から展開されうる。１７５２において、第１のＵＥは、第
１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含むグループ通信メッセージを生成し、こ
こにおいて、グループ通信メッセージは、発見メッセージとリンクされる。１７５４にお
いて、第１のＵＥは、第２のＵＥにグループ通信メッセージを送信する。例えば、上記に
論述されたように、ＵＥは、１つまたは複数の近隣ＵＥを示すためのグループ通信メッセ
ージを生成しえ、ここで、このグループ通信は、発見メッセージとは別個である。例えば
、上記に論述されたように、発見メッセージは、いつ／またはどこに（どの周波数帯域で
）グループ通信メッセージが送られるかを示す情報を含みえ、それにより、発見メッセー
ジを受信するＵＥは、グループ通信メッセージを絶えずリッスンする必要がない。
【００８７】
　[00106]図１８は、例証的な装置１８０２中の異なる手段／コンポーネント間でのデー
タフローを例示する概念的なデータフロー図１８００である。装置は、ＵＥ（第１のＵＥ
）でありうる。装置は、受信コンポーネント１８０４、送信コンポーネント１８０６、発
見メッセージ管理コンポーネント１８０８、通信管理コンポーネント１８１０、およびフ
ロア制御コンポーネント１８１２を含む。
【００８８】
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　[00107]第１のケースでは、第３のＵＥ（例えば、第３のＵＥ１８６０）は、第２のＵ
Ｅ（例えば、第２のＵＥ１８５０）の１ホップ近隣ＵＥであると見なされ、第１のＵＥ１
８０２の２ホップ近隣ＵＥであると見なされる。第１のケースでは、発見メッセージ管理
コンポーネント１８０８は、１８７２および１８７４において、第２のＵＥ１８５０から
発見メッセージを受信コンポーネント１８０４を介して受信し、発見メッセージは、第２
のＵＥ１８５０の１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む。ある態様では、第１のＵＥは
、第１のグループＩＤと第１のグループキーＩＤとを有しえ、発見メッセージは、第２の
グループＩＤと第２のグループキーＩＤとを含む。発見メッセージ管理コンポーネント１
８０８は、第１のグループＩＤと第１のグループキーＩＤとに基づいて発見メッセージを
復号することを試みうる。発見管理コンポーネント１８０８は、第１のグループＩＤと第
２のグループＩＤとが同じであり、且つ第１のグループキーＩＤと第２のグループキーＩ
Ｄとが同じであるときに、復号された発見メッセージに基づいて１ホップ近隣ＵＥを決定
しうる。ある態様では、発見メッセージは、プレフィックス部分とサフィックス部分とを
含む一時ＩＤを含み、プレフィックス部分は、第２のグループＩＤと第２のグループキー
ＩＤとを含み、サフィックス部分は、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥを示す少なくとも１
つの識別子を含む。ある態様では、第１のグループＩＤは、第１のレイヤ２グループＩＤ
であり、第１のグループキーＩＤは、第１のＰＧＫ ＩＤである。ある態様では、サフィ
ックス部分はさらに、第２のＵＥのＩＤ、第２のＵＥの階層情報、および第２のＵＥの１
ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む。ある態様では、プレフィックス部分とサフィックス部
分とは、ハッシュ関数、第２のグループＩＤ、および第２のグループキーＩＤに基づいて
符号化される。
【００８９】
　[00108]通信管理コンポーネント１８１０は、発見メッセージに基づいて第３のＵＥ１
８６０と通信することを決定し、第３のＵＥ１８６０は、第２のＵＥ１８５０の１ホップ
近隣ＵＥのうちの１つである。通信管理コンポーネント１８１０は、１８７８および１８
８０において、第１のＵＥ１８０２と第３のＵＥ１８６０との間での通信のために中継器
として動作することを、送信コンポーネント１８０６を介して第２のＵＥ１８５０に要求
する。通信管理コンポーネント１８１０は、１８７８、１８８０、１８７２、および１８
８２、ならびに１８５５において、受信コンポーネント１８０４と送信コンポーネント１
８０６とを介して、第２のＵＥ１８５０を通じて第３のＵＥ１８６０と通信する。
【００９０】
　[00109]ある態様では、発見メッセージはさらに、第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥを含
む。通信管理コンポーネント１８１０は、発見メッセージに基づいて第４のＵＥ（図示せ
ず）と通信することを決定し、ここで、第４のＵＥは、第２のＵＥ１８５０の２ホップ近
隣ＵＥのうちの１つであり、第３のＵＥ１８６０の１ホップ近隣ＵＥである。通信管理コ
ンポーネント１８１０は、第１のＵＥ１８０２と第４のＵＥとの間での通信のために中継
器として動作することを、送信コンポーネント１８０６を介して第２のＵＥ１８５０と第
３のＵＥ１８６０とに要求する。通信管理コンポーネント１８１０は、第２のＵＥと第３
のＵＥ１８６０とを通じて第４のＵＥと通信する。
【００９１】
　[00110]フロア制御コンポーネント１８１２は、１８８８において、発見メッセージ中
に示された第２のＵＥ１８５０と１ホップ近隣ＵＥとの階層情報に基づいて、フロアアー
ビトレータＵＥとして第２のＵＥ１８５０と第２のＵＥ１８５０の１ホップ近隣ＵＥとの
うちの１つを選択する。フロア制御コンポーネント１８１２は、１８９０、１８７８にお
いて、および１８８０または１８８４において、フロアアービトレータＵＥにフロア要求
を、通信管理コンポーネント１８１０と送信コンポーネント１８０６とを介して送る。１
８０６において、フロア制御コンポーネント１８１２は、１８９２において、および１８
７２または１８８６において、フロア要求に応答してフロアアービトレータＵＥからフロ
ア応答を受信コンポーネント１８０４を介して受信する。通信管理コンポーネント１８１
０は、１８９０、１８７２、１８８６、１８８２、１８７８、１８８０、および１８８４
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において、受信コンポーネント１８０４と送信コンポーネント１８０６とを介して、フロ
ア応答に基づいて第２のＵＥ１８５０の１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは複数と第２
のＵＥ１８５０と通信する。ある態様では、フロアアービトレータＵＥは、階層情報に基
づいて発見メッセージ中に示された、第２のＵＥ１８５０と１ホップ近隣ＵＥとの中での
最も高い階層値を有する。ある態様では、第３のＵＥ１８６０がフロアアービトレータＵ
Ｅとして選択される場合、第２のＵＥ１８５０は、第１のＵＥ１８０２と第３のＵＥ１８
６０との間でのフロア要求とフロア応答との通信のために中継器として動作する。
【００９２】
　[00111]フロア制御コンポーネント１８１２は、１８９２において、受信コンポーネン
ト１８０４を介して、フロアアービトレータＵＥがもはや利用可能でないと決定しうる。
フロア制御コンポーネント１８１２は、１８８８において、第２のＵＥ１８５０と１ホッ
プ近隣ＵＥとの階層情報に基づいて、後続のフロアアービトレータＵＥとして第２のＵＥ
１８５０と第２のＵＥ１８５０の１ホップ近隣ＵＥとのうちの別のＵＥを選択しうる。あ
る態様では、後続のフロアアービトレータとしての第２のＵＥ１８５０と第２のＵＥ１８
５０の１ホップ近隣ＵＥとのうちの別のＵＥは、フロア制御リストに基づいて後続のフロ
アアービトレータとして選択され、ここで、フロア制御リストは、フロア制御プロシージ
ャの状態を含む。
【００９３】
　[00112]第２のケースでは、第３のＵＥ１８６０は、第１のＵＥ１８０２の１ホップ近
隣ＵＥであると見なされ、第２のＵＥ１８５０は、第１のＵＥ１８０２の１ホップ近隣Ｕ
Ｅであると見なされる。第２のケースでは、発見メッセージ管理コンポーネント１８０８
が、第１のＵＥ１８０２の１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成
する。発見メッセージ管理コンポーネント１８０８は、１８９４において、通信管理コン
ポーネント１８１０に発見メッセージを転送しうる。通信管理コンポーネント１８１０は
、１８７８および１８８０において、第２のＵＥ１８５０に発見メッセージを送信コンポ
ーネント１８０６を介して送信する。通信管理コンポーネント１８１０は、１８７２およ
び１８８２において、第１のＵＥ１８０２と第３のＵＥ１８６０との間での通信のために
中継器として動作することを求める要求を第２のＵＥ１８５０から受信コンポーネント１
８０４を介して受信し、第３のＵＥ１８６０は、第１のＵＥ１８０２の１ホップ近隣ＵＥ
のうちの１つである。通信管理コンポーネント１８１０は、１８７２、１８８０、１８８
６、１８８４、１８８２、および１８７８において、要求に基づいて、第１のＵＥ１８０
２と第３のＵＥ１８６０との間での通信のために、受信コンポーネント１８０４と送信コ
ンポーネント１８０６とを介して、中継機能を遂行する。
【００９４】
　[00113]ある態様では、発見メッセージ管理コンポーネント１８０８は、発見メッセー
ジ中に含まれているグループＩＤとグループキーＩＤとにハッシュ関数を適用することに
よって発見メッセージを符号化することによって発見メッセージを生成し、ここで、グル
ープＩＤとグループキーＩＤとは、第１のＵＥ１８０２と同じグループ中にあるＵＥに知
られている。そのような態様では、発見メッセージは、プレフィックス部分とサフィック
ス部分とを含む一時ＩＤを含み、プレフィックス部分は、グループＩＤとグループキーＩ
Ｄとを含み、サフィックス部分は、第２のＵＥ１８５０の１ホップ近隣ＵＥを示す少なく
とも１つの識別子を含む。そのような態様では、グループＩＤは、レイヤ２グループＩＤ
であり、グループキーＩＤは、ＰＧＫ ＩＤである。そのような態様では、サフィックス
部分はさらに、第１のＵＥ１８０２のＩＤ、第１のＵＥ１８０２の階層情報、および第１
のＵＥ１８０２の１ホップ近隣ＵＥの階層情報を含む。
【００９５】
　[00114]ある態様では、発見メッセージ管理コンポーネント１８０８は、１ホップ近隣
ＵＥの階層または１ホップ近隣ＵＥの信号強度のうちの少なくとも１つに基づいて、発見
メッセージ中に示されることになる１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは複数を選択する
ことと、１ホップ近隣ＵＥのうちの選択された１つまたは複数についての情報を含む発見
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メッセージを生成することとを行うことによって発見メッセージを生成する。
【００９６】
　[00115]ある態様では、発見メッセージ管理コンポーネント１８０８は、第１のＵＥ１
８０２の１ホップ近隣ＵＥの第２のセットについての情報を含む第２の発見メッセージを
生成し、ここで、第１のＵＥ１８０２の１ホップ近隣ＵＥの第２のセットは、発見メッセ
ージ中に示された第１のＵＥ１８０２の１ホップ近隣ＵＥの第１のセットとは異なる。発
見メッセージ管理コンポーネント１８０８は、１８９４において、通信管理コンポーネン
ト１８１０に第２の発見メッセージを転送しうる。通信管理コンポーネント１８１０は、
１８７８および１８８０において、第２のＵＥ１８５０に第２の発見メッセージを送信コ
ンポーネント１８０６を介して送信する。
【００９７】
　[00116]ある態様では、発見メッセージ管理コンポーネント１８０８は、第１のＵＥ１
８０２の１ホップ近隣ＵＥについての情報を含むグループ通信メッセージを生成し、ここ
で、グループ通信メッセージは、発見メッセージとリンクされる。通信管理コンポーネン
ト１８１０は、第２のＵＥ１８５０にグループ通信メッセージを送信コンポーネント１８
０６を介して送信する。
【００９８】
　[00117]装置は、図１４－１７の前述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの
各々を遂行する追加のコンポーネントを含みうる。そのため、図１４－１７の前述のフロ
ーチャート中の各ブロックは、コンポーネントによって遂行され、装置は、それらのコン
ポーネントのうちの１つまたは複数を含みうる。コンポーネントは、記載されたプロセス
／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネン
トでありうるか、記載されたプロセス／アルゴリズムを遂行するように構成されたプロセ
ッサによってインプリメントされうるか、プロセッサによるインプリメンテーションのた
めにコンピュータ可読媒体内に記憶されうるか、またはそれらの何らかの組み合わせであ
りうる。
【００９９】
　[00118]図１９は、処理システム１９１４を用いる装置１７０２’のためのハードウェ
アインプリメンテーションの例を例示する図１９００である。処理システム１９１４は、
概してバス１９２４によって表される、バスアーキテクチャを用いてインプリメントされ
うる。バス１９２４は、処理システム１９１４の特定のアプリケーションおよび全体的な
設計制約に依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含みうる。バス１９２４
は、プロセッサ１９０４、コンポーネント１８０４、１８０６、１８０８、１８１０、１
８１２、およびコンピュータ可読媒体／メモリ１９０６によって表される、１つまたは複
数のプロセッサおよび／またはハードウェアコンポーネントを含む様々な回路をともにリ
ンクする。バス１９２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、およ
び電力管理回路のような様々な他の回路をリンクしうるが、それらは、当該技術において
良く知られており、したがって、これ以上は説明されない。
【０１００】
　[00119]処理システム１９１４は、トランシーバ１９１０に結合されうる。トランシー
バ１９１０は、１つまたは複数のアンテナ１９２０に結合される。トランシーバ１９１０
は、送信媒体を通して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１
９１０は、１つまたは複数のアンテナ１９２０から信号を受信し、受信された信号から情
報を抽出し、抽出された情報を処理システム１９１４、具体的には受信コンポーネント１
８０４に提供する。加えて、トランシーバ１９１０は、処理システム１９１４、具体的に
は送信コンポーネント１８０６から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまた
は複数のアンテナ１９２０に適用されることになる信号を生成する。処理システム１９１
４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１９０６に結合されたプロセッサ１９０４を含む。
プロセッサ１９０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１９０６上に記憶されたソフトウ
ェアの実行を含む一般の処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１９０４によって実行
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されたとき、処理システム１９１４に、任意の特定の装置に関して上記に説明された様々
な機能を遂行させる。コンピュータ可読媒体／メモリ１９０６はまた、ソフトウェアを実
行するときにプロセッサ１９０４によって操作されるデータを記憶するために使用されう
る。処理システム１９１４はさらに、コンポーネント１８０４、１８０６、１８０８、１
８１０、１８１２のうちの少なくとも１つを含む。コンポーネントは、プロセッサ１９０
４中で実行中であり、コンピュータ可読媒体／メモリ１９０６中に存在する／記憶された
ソフトウェアコンポーネント、プロセッサ１９０４に結合された１つまたは複数のハード
ウェアコンポーネント、またはそれらの何らかの組み合わせでありうる。処理システム１
９１４は、ＵＥ３５０のコンポーネントであり、メモリ３６０および／またはＴＸプロセ
ッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９のうちの少
なくとも１つを含みうる。
【０１０１】
　[00120]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、第２のＵ
Ｅから発見メッセージを受信するための手段と、発見メッセージは、第２のＵＥの１ホッ
プ近隣ＵＥについての情報を含み、発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信すること
を決定するための手段と、第３のＵＥは、第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つで
あり、第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを第２
のＵＥに要求するための手段と、第２のＵＥを通じて第３のＵＥと通信するための手段と
を含む。発見メッセージがさらに第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥを含む場合、装置１８０
２／１８０２’はさらに、発見メッセージに基づいて第４のＵＥと通信することを決定す
るための手段と、ここで、第４のＵＥは、第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥのうちの１つで
あり、第３のＵＥの１ホップ近隣ＵＥであり、第１のＵＥと第４のＵＥとの間での通信の
ために中継器として動作することを第２のＵＥと第３のＵＥとに要求するための手段と、
第２のＵＥと第３のＵＥとを通じて第４のＵＥと通信するための手段とを含む。第１のＵ
Ｅが第１のグループＩＤと第１のグループキーＩＤとを有し、発見メッセージが第２のグ
ループＩＤと第２のグループキーＩＤとを含む場合、装置１８０２／１８０２’はさらに
、第１のグループＩＤと第１のグループキーＩＤとに基づいて発見メッセージを復号する
ことを試みるための手段と、第１のグループＩＤと第２のグループＩＤとが同じであり、
且つ第１のグループキーＩＤと第２のグループキーＩＤとが同じであるときに、復号され
た発見メッセージに基づいて１ホップ近隣ＵＥを決定するための手段とを含む。装置１８
０２／１８０２’はさらに、発見メッセージ中に示された第２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥ
との階層情報に基づいて、フロアアービトレータＵＥとして第２のＵＥと第２のＵＥの１
ホップ近隣ＵＥとのうちの１つを選択するための手段と、フロアアービトレータＵＥにフ
ロア要求を送るための手段と、フロア要求に応答してフロアアービトレータＵＥからフロ
ア応答を受信するための手段と、フロア応答に基づいて第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの
うちの１つまたは複数と第２のＵＥと通信するための手段とを含む。装置１８０２／１８
０２’はさらに、フロアアービトレータＵＥがもはや利用可能でないと決定するための手
段と、第２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥとの階層情報に基づいて、後続のフロアアービトレ
ータＵＥとして第２のＵＥと第２のＵＥの１ホップ近隣ＵＥとのうちの別のＵＥを選択す
るための手段とを含む。
【０１０２】
　[00121]別の構成では、ワイヤレス通信のための装置１８０２／１８０２’は、第１の
ＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成するための手段と、
第２のＵＥに発見メッセージを送信するための手段と、第１のＵＥと第３のＵＥとの間で
の通信のために中継器として動作することを求める要求を第２のＵＥから受信するための
手段と、第３のＵＥは、第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、要求に基づ
いて第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継機能を遂行するための手段とを
含む。装置１８０２／１８０２’はさらに、第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの第２のセッ
トについての情報を含む第２の発見メッセージを生成するための手段と、ここで、第１の
ＵＥの１ホップ近隣ＵＥの第２のセットは、発見メッセージ中に示された第１のＵＥの１
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ホップ近隣ＵＥの第１のセットとは異なり、第２のＵＥに第２の発見メッセージを送信す
るための手段とを含む。装置１８０２／１８０２’はさらに、第１のＵＥの１ホップ近隣
ＵＥについての情報を含むグループ通信メッセージを生成するための手段と、ここで、グ
ループ通信メッセージは、発見メッセージとリンクされ、第２のＵＥにグループ通信メッ
セージを送信するための手段とを含む。
【０１０３】
　[00122]前述された手段は、前述された手段によって記載された機能を遂行するように
構成された装置１８０２’の処理システム１９１４および／または装置１８０２の前述さ
れたコンポーネントのうちの１つまたは複数でありうる。上記に説明されたように、処理
システム１９１４は、ＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントロー
ラ／プロセッサ３５９を含みうる。そのため、一構成では、前述された手段は、前述され
た手段によって記載された機能を遂行するように構成されたＴＸプロセッサ３６８、ＲＸ
プロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９でありうる。
【０１０４】
　[00123]開示されたプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階
層は例証的なアプローチの例示であるということが理解される。設計の選好に基づいて、
プロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は再配列されうると
いうことが理解される。さらに、いくつかのブロックは、組み合わされうるか、または省
略されうる。添付の方法の請求項は、サンプルの順序で様々なブロックの要素を提示して
おり、提示された特定の順序または階層に限定されるようには意図されない。
【０１０５】
　[00124]先の説明は、いかなる当業者であっても、ここに説明された様々な態様を実施
することを可能にするために提供される。これらの態様への様々な修正は、当業者にとっ
て容易に明らかとなり、ここに定義された包括的な原理は、他の態様に適用されうる。こ
のことから、特許請求の範囲は、ここに示された態様に限定されるように意図されてはい
ないが、特許請求の範囲の文言と一致する全範囲を付与されるべきであり、ここにおいて
、単数形での要素への言及は、そうであると具体的に記載されない限り、「１つおよび１
つのみ」を意味するようには意図されず、むしろ「１つまたは複数」を意味する。「例証
的（exemplary）」という用語は、ここでは、「例、事例、または例示としての役割を果
たすこと」を意味するように使用される。「例証的」であるとしてここに説明されたいず
れの態様も、他の態様より好ましいまたは有利であるとして必ずしも解釈されるべきでは
ない。そうでないと具体的に記載されない限り、「何らかの／いくつかの／いくらかの（
some）」という用語は、１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも
１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」および「Ａ、Ｂ、Ｃ、ま
たはそれらの任意の組み合わせ」のような組み合わせは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任
意の組み合わせを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含みうる。具体的には、
「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは
複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１
つまたは複数」および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組み合わせ」のような組み合
わせは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣでありえ
、ここで、任意のそのような組み合わせは、Ａ、Ｂ、またはＣの１つまた複数のメンバを
含みうる。当業者に知られているか、または後に知られることとなる、この開示全体を通
じて説明された様々な態様の要素と構造的および機能的に同等な物は全て、参照によって
ここに明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるように意図される。その上
、ここに開示されたものはいずれも、そのような開示が特許請求の範囲中に明示的に記載
されているかどうかにかかわらず、公に献呈されるようには意図されていない。「モジュ
ール」、「メカニズム」、「要素」、「デバイス」、等の用語は、「手段」という用語の
代用ではないことがありうる。そのため、要素が「～のための手段」というフレーズを使
用して明確に記載されていない限り、どの請求項の要素もミーンズプラスファンクション
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として解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　第１のユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　第２のＵＥから発見メッセージを受信することと、前記発見メッセージは、前記第２の
ＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む、
　前記発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信することを決定することと、前記第３
のＵＥは、前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
前記第２のＵＥに要求することと、
　前記第２のＵＥを通じて前記第３のＵＥと通信することと
　を備える、方法。
[Ｃ２]　前記発見メッセージは、前記第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥについての情報をさ
らに含み、前記方法は、
　前記発見メッセージに基づいて第４のＵＥと通信することを決定することと、ここにお
いて、前記第４のＵＥは、前記第２のＵＥの前記２ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、
前記第３のＵＥの１ホップ近隣ＵＥである、
　前記第１のＵＥと前記第４のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとに要求することと、
　前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとを通じて前記第４のＵＥと通信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記第１のＵＥは、第１のグループ識別子（ＩＤ）と第１のグループキーＩＤと
を有し、前記発見メッセージは、第２のグループＩＤと第２のグループキーＩＤとを含み
、前記方法は、
　前記第１のグループＩＤと前記第１のグループキーＩＤとに基づいて前記発見メッセー
ジを復号することを試みることと、
　前記第１のグループＩＤと前記第２のグループＩＤとが同じであり、且つ前記第１のグ
ループキーＩＤと前記第２のグループキーＩＤとが同じであるときに、前記復号された発
見メッセージに基づいて前記１ホップ近隣ＵＥを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記発見メッセージは、プレフィックス部分とサフィックス部分とを含む一時識
別子（ＩＤ）を含み、前記プレフィックス部分は、前記第２のグループＩＤと前記第２の
グループキーＩＤとを含み、前記サフィックス部分は、前記第２のＵＥの前記１ホップ近
隣ＵＥを示す少なくとも１つの識別子を含む、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　前記第１のグループＩＤは、第１のレイヤ２グループＩＤであり、前記第１のグ
ループキーＩＤは、第１の近接サービスグループキーＩＤ（ＰＧＫ ＩＤ）である、Ｃ４
に記載の方法。
[Ｃ６]　前記サフィックス部分は、前記第２のＵＥのＩＤ、前記第２のＵＥの階層情報、
および前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥの階層情報をさらに含む、Ｃ４に記載の方
法。
[Ｃ７]　前記プレフィックス部分と前記サフィックス部分とは、ハッシュ関数、前記第２
のグループＩＤ、および前記第２のグループキーＩＤに基づいて符号化される、Ｃ４に記
載の方法。
[Ｃ８]　前記発見メッセージ中に示された前記第２のＵＥと前記１ホップ近隣ＵＥとの階
層情報に基づいて、フロアアービトレータＵＥとして前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの
前記１ホップ近隣ＵＥとのうちの１つを選択することと、
　前記フロアアービトレータＵＥにフロア要求を送ることと、
　前記フロア要求に応答して前記フロアアービトレータＵＥからフロア応答を受信するこ
とと、
　前記フロア応答に基づいて前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは
複数と前記第２のＵＥと通信することと
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　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記フロアアービトレータＵＥは、前記階層情報に基づいて前記発見メッセージ
中に示された、前記第２のＵＥと前記１ホップ近隣ＵＥとの中での最も高い階層値を有す
る、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記第３のＵＥが前記フロアアービトレータＵＥとして選択される場合、前記
第２のＵＥは、前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での前記フロア要求と前記フロア
応答との通信のために中継器として動作する、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記フロアアービトレータＵＥがもはや利用可能でないと決定することと、
　前記第２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥとの前記階層情報に基づいて、後続のフロアアービ
トレータＵＥとして前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥとのうちの
別のＵＥを選択することと
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
[Ｃ１２]　後続のフロアアービトレータとしての前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記
１ホップ近隣ＵＥとのうちの前記別のＵＥは、フロア制御リストに基づいて前記後続のフ
ロアアービトレータとして選択され、前記フロア制御リストは、フロア制御プロシージャ
の状態を含む、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３]　第１のユーザ機器（ＵＥ）のためのワイヤレス通信の方法であって、
　前記第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成するこ
とと、
　第２のＵＥに前記発見メッセージを送信することと、
　前記第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを求め
る要求を前記第２のＵＥから受信することと、前記第３のＵＥは、前記第１のＵＥの前記
１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　前記要求に基づいて前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継機能
を遂行することと
　を備える、方法。
[Ｃ１４]　前記発見メッセージを前記生成することは、
　前記発見メッセージ中に含まれているグループ識別子（ＩＤ）とグループキーＩＤとに
ハッシュ関数を適用することによって前記発見メッセージを符号化すること
　を備え、前記グループＩＤと前記グループキーＩＤとは、前記第１のＵＥと同じグルー
プ中にあるＵＥに知られている、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記発見メッセージは、プレフィックス部分とサフィックス部分とを含む一時
識別子（ＩＤ）を含み、前記プレフィックス部分は、前記グループＩＤと前記グループキ
ーＩＤとを含み、前記サフィックス部分は、前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥを示
す少なくとも１つの識別子を含む、Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記グループＩＤは、レイヤ２グループＩＤであり、前記グループキーＩＤは
、近接サービスグループキーＩＤ（ＰＧＫ ＩＤ）である、Ｃ１５に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記サフィックス部分は、前記第１のＵＥのＩＤ、前記第１のＵＥの階層情報
、および前記第１のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥの階層情報をさらに含む、Ｃ１５に記載
の方法。
[Ｃ１８]　前記発見メッセージを前記生成することは、
　前記１ホップ近隣ＵＥの階層または前記１ホップ近隣ＵＥの信号強度のうちの少なくと
も１つに基づいて、前記発見メッセージ中に示されることになる前記１ホップ近隣ＵＥの
うちの１つまたは複数を選択することと、
　前記１ホップ近隣ＵＥのうちの前記選択された１つまたは複数についての情報を含む前
記発見メッセージを生成することと
　を備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１９]　前記第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥの第２のセットについての情報を含む第２
の発見メッセージを生成することと、ここにおいて、前記第１のＵＥの前記１ホップ近隣
ＵＥの前記第２のセットは、前記発見メッセージ中に示された前記第１のＵＥの前記１ホ
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ップ近隣ＵＥの第１のセットとは異なる、
　前記第２のＵＥに前記第２の発見メッセージを送信することと
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記第１のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥについての情報を含むグループ通信メ
ッセージを生成することと、ここにおいて、前記グループ通信メッセージは、前記発見メ
ッセージとリンクされる、
　前記第２のＵＥに前記グループ通信メッセージを送信することと
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ２１]　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第１のユーザ機器（ＵＥ
）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　第２のＵＥから発見メッセージを受信することと、前記発見メッセージは、前記第２
のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む、
　　前記発見メッセージに基づいて第３のＵＥと通信することを決定することと、前記第
３のＵＥは、前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　　前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作すること
を前記第２のＵＥに要求することと、
　　前記第２のＵＥを通じて前記第３のＵＥと通信することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
　を備える、装置。
[Ｃ２２]　前記発見メッセージは、前記第２のＵＥの２ホップ近隣ＵＥについての情報を
さらに含み、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記発見メッセージに基づいて第４のＵＥと通信することを決定することと、ここにお
いて、前記第４のＵＥは、前記第２のＵＥの前記２ホップ近隣ＵＥのうちの１つであり、
前記第３のＵＥの１ホップ近隣ＵＥである、
　前記第１のＵＥと前記第４のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを
前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとに要求することと、
　前記第２のＵＥと前記第３のＵＥとを通じて前記第４のＵＥと通信することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記第１のＵＥは、第１のグループ識別子（ＩＤ）と第１のグループキーＩＤ
とを有し、前記発見メッセージは、第２のグループＩＤと第２のグループキーＩＤとを含
み、前記前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のグループＩＤと前記第１のグループキーＩＤとに基づいて前記発見メッセー
ジを復号することを試みることと、
　前記第１のグループＩＤと前記第２のグループＩＤとが同じであり、且つ前記第１のグ
ループキーＩＤと前記第２のグループキーＩＤとが同じであるときに、前記復号された発
見メッセージに基づいて前記１ホップ近隣ＵＥを決定することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記発見メッセージは、プレフィックス部分とサフィックス部分とを含む一時
識別子（ＩＤ）を含み、前記プレフィックス部分は、前記第２のグループＩＤと前記第２
のグループキーＩＤとを含み、前記サフィックス部分は、前記第２のＵＥの前記１ホップ
近隣ＵＥを示す少なくとも１つの識別子を含む、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記発見メッセージ中に示された前記第２のＵＥと前記１ホップ近隣ＵＥとの階層情報
に基づいて、フロアアービトレータＵＥとして前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記１
ホップ近隣ＵＥとのうちの１つを選択することと、
　前記フロアアービトレータＵＥにフロア要求を送ることと、
　前記フロア要求に応答して前記フロアアービトレータＵＥからフロア応答を受信するこ
とと、
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　前記フロア応答に基づいて前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つまたは
複数と前記第２のＵＥと通信することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記フロアアービトレータＵＥは、前記階層情報に基づいて前記発見メッセー
ジ中に示された、前記第２のＵＥと前記１ホップ近隣ＵＥとの中での最も高い階層値を有
する、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記第３のＵＥが前記フロアアービトレータＵＥとして選択される場合、前記
第２のＵＥは、前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での前記フロア要求と前記フロア
応答との通信のために中継器として動作する、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記フロアアービトレータＵＥがもはや利用可能でないと決定することと、
　前記第２のＵＥと１ホップ近隣ＵＥとの前記階層情報に基づいて、後続のフロアアービ
トレータＵＥとして前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記１ホップ近隣ＵＥとのうちの
別のＵＥを選択することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２９]　後続のフロアアービトレータとしての前記第２のＵＥと前記第２のＵＥの前記
１ホップ近隣ＵＥとのうちの前記別のＵＥは、フロア制御リストに基づいて前記後続のフ
ロアアービトレータとして選択され、前記フロア制御リストは、フロア制御プロシージャ
の状態を含む、Ｃ２８に記載の装置。
[Ｃ３０]　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、第１のユーザ機器（ＵＥ
）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　前記第１のＵＥの１ホップ近隣ＵＥについての情報を含む発見メッセージを生成する
ことと、
　　第２のＵＥに前記発見メッセージを送信することと、
　　前記第１のＵＥと第３のＵＥとの間での通信のために中継器として動作することを求
める要求を前記第２のＵＥから受信することと、前記第３のＵＥは、前記第１のＵＥの前
記１ホップ近隣ＵＥのうちの１つである、
　　前記要求に基づいて前記第１のＵＥと前記第３のＵＥとの間での通信のために中継機
能を遂行することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
　を備える、装置。
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